
歴史を紡いだロマンあふれる島・平戸の魅力を知りつくそう！

特別編集

日
蘭
交
流
の
歴
史
に
ふ
れ
る

城
下
町
さ
ん
ぽ

感
動
!!
の
嵐

平
戸
の
絶
景
に

合
い
に
行
こ
う

異国情緒ただよう城下町

平
戸
の
じ
げ
も
ん

・
う
ま
か
も
ん

世界遺産登録をめざす！

南
蛮
菓
子
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
ま
で

人
気
の
ス
イ
ー
ツ

喜
ば
れ
る
平
戸
み
や
げ

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
と
祈
り
の
心
を
感
じ
る

キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
を
巡
る

平
戸
全
宿
泊
施
設
リ
ス
ト

ひ
と
足
の
ば
し
て

平
戸
の
魅
力
を
探
訪

平戸市
ひ
ら
め

平
戸
牛

団
扇
海
老

あ
ご

あ
ら



佐
世
保
市

佐
世
保
市

佐 々 町松 浦 市

度
島

生
月
地
区

大
島
地
区

田 平 地 区

平
戸
地
区

平
戸
市

大
賀
の
断
崖

塩
俵
の
断
崖

大
バ
エ
灯
台

川
内
峠

平
戸
城

人
津
久
の
浜

田
平
天
主
堂

紐
差
教
会

い
に
し
え
よ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
平
戸
は
、

日
本
と
異
国
の
文
化
が
ミッ
ク
ス
し
た
独
特
の
空
気
感
が
漂
う
街
。

岬
や
入
江
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
海
、
緑
輝
く
山
、々

そ
し
て
、
そ
ん
な
自
然
が
育
ん
だ
山
海
の
幸
が

旅
人
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
。
さ
あ
、
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
平
戸
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

長 崎 で の 布 教 は 平 戸 か ら布 教 の 歴 史 を 物 語 る 美 し い 教 会 堂

平 戸 再 発 見 ！ そ の ２

長
崎
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
平
戸
で
布
教
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
禁
教
令
以
降
25

0年
以
上
の
迫

害
を
乗
り
越
え
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
る
。
市

内
各
地
に
建
設
さ
れ
た
教
会
堂
は
、
信
仰

の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
今
に
繋
げ
た
独
自

の
歴
史
を
表
し
て
い
る
。

l
重
要
文
化
財
「
田
平
天
主
堂
（
→
P4
）」
。

設
計
施
工
は
教
会
堂
建
築
で
有
名
な
鉄て
つ

川か
わ

与よ

助す
け

自
然
い
っ
ぱ
い
の
平
戸
で
は
、
絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
を
ぜ
ひ
。
少
し
車
を
走
ら
せ
る

だ
け
で
、
36

0度
視
界
が
開
け
る
岬
や
、
透
明
度
抜
群
の
ビ
ー
チ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
車
の
C
M

撮
影
に
使
わ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
な
ど
、
美
し
い
景
色
に
出
合
え
る
。

o
生
月
島
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
ェ
イ（
→
P
9）
」
は

最
高
の
ド
ラ
イ
ブ
タ
イ
ム
を
約
束

n
入
江
に
広
が
る
美
し
い
ビ
ー
チ
「
人
津
久
の
浜
（
→
P
9）
」。

白
砂
と
透
明
度
の
高
い
海
に
癒
さ
れ
る

オ ラ ン ダ と の 交 流 の 先 駆 け

異 国 情 緒 漂 う 城 下 町

平 戸 再 発 見 ！ そ の １

17
世
紀
の
大
航
海
時
代
、
西
洋
の
地
図
に「

ＦＩ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
平
戸
は
、
日
本
で
最
初
の
海

外
貿
易
港
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
地
。

以
降
、
教
会
、
史
跡
、
菓
子
な
ど
、
平
戸
に
は
幅
広
い

海
外
交
流
の
面
影
が
残
り
、
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

o
日
本
初
の
洋
風
建
築
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」（
→
P
7）
。
平
成
23
年
に
倉
庫
が
復
元
さ
れ
た

平
戸

語
り
尽
く
せ
な
い

魅
力
い
っ
ぱ
い
の

世
界
遺
産
候
補
、
美
し
い
自
然
、
絶
品
グ
ル
メ
に
温
泉
…
、

福
岡
県

長 崎 県

佐
賀
県

熊
本
県

平
戸
市

平
戸
市

１ ５ ５ ０

ポ ル ト ガ ル 船 が 平 戸 へ

来 航
宣 教 師 フ ラ ン シ ス コ ・

ザ ビ エ ル が 鹿 児 島 か ら

平 戸 へ

布 教 が 積 極 的 に 行 わ れ 、

平 戸 に 多 く の キ リ ス ト

教 信 者 が 誕 生

１ ６ ０ ９

平 戸 和 蘭 商 館 設 置

１ ６ １ ３

イ ギ リ ス 船 が 日 本 で 初

め て 平 戸 に 入 港 。 平 戸

英 国 商 館 設 置

１ ６ １ ５

英 国 商 館 長 コ ッ ク ス が

平 戸 に 甘 藷 を 植 え る

日 本 初 の さ つ ま い も の

栽 培 が ス タ ー ト

１ ６ ２ ３

イ ギ リ ス が 平 戸 英 国 商 館

を 閉 鎖 し 、 日 本 か ら 撤 退

１ ６ ３ ９

幕 府 が ポ ル ト ガ ル 船 の

日 本 渡 航 を 禁 止 （ 鎖 国

の 完 成 ）

１ ６ ４ １

平 戸 和 蘭 商 館 が 取 り 壊

さ れ 、 長 崎 の 出 島 へ 移

転
平 戸 年 表

→
P
6

→
P
4

た め 息 モ ノ の

絶 景 に 出 合 え る

平 戸 再 発 見 ！ そ の
３ →
P
8

2

魚 、 肉 、 野 菜 … 、 絶 品 揃 い

の 平 戸 グ ル メ 。 こ こ で 紹 介

し て い る 以 外 に も 「 じ げ も

ん （ ＝ 地 元 の ） グ ル メ 」 を

た っ ぷ り 紹 介 し て い る の で 、

Ｐ 12 も 要 チ ェ ッ ク ！

駆 け つ け る 価 値 大 ！ の

名 物 グ ル メ が 充 実

平 戸 再 発 見 ！ そ の ４

小
さ
な
入
江
に
立
つ
、
大
正
13
年（
19
24
）

創
業
の
温
泉
旅
館
。
朝
ど
れ
の
新
鮮
魚
介
を
た

っ
ぷ
り
味
わ
え
、
料
理
の
お
い
し
さ
に
定
評
が

あ
る
。
K
平
戸
市
大
久
保
町
20
1-
12
5 
k
西

肥
バ
ス
田
の
浦
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
 J
食

事
の
み
利
用
の
場
合
18
～
20
時（
予
約
制
） 

i
無
休
 p
20
台

魚
料
理
に
定
評
あ
る
温
泉
旅
館P1

6B
2

☎
 09

50
-2
2-
22

41

旅
館
 田
の
浦
温
泉

り
ょ
か
ん
 た
の
う
ら
お
ん
せ
ん

こ
こ
で

食
べ
ら
れ

ま
す
！

o
ひ
ら
め
の
姿
造
り（
写
真
は
4
～
5人
前
）が

含
ま
れ
る
コ
ー
ス
は
54
00
円
～
（
1
～
4月
）

平
戸
の
志し

々じ

伎き

港
は
日
本
有
数
の
ひ
ら
め
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
。
通
年
食

べ
ら
れ
る
が
、
旬
の
１
月
～
４
月
上
旬
に
は
身
も
厚
く
な
り
、
甘
み
も
増
す
。

ひ
ら
め

こ
れ
ぞ
絶
品
！

創
業
80
余
年
、
昭
和
の
情
緒
が
残
る
食
堂
。
あ

ご
だ
し
6、
鶏
ガ
ラ
4の
割
合
で
作
る
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
ス
ー
プ
が
自
家
製
麺
と
よ
く
合
う
、
平
戸
あ

ご
だ
し
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
85
0円
（
写
真
）
が
好
評
だ
。

K
平
戸
市
崎
方
町
82
4 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋

バ
ス
停
か
ら
徒
歩
1分
 J
11
～
16
時
 i
不
定
休

（
月
4日
程
度
） 
p
市
営
駐
車
場
利
用

あ
ご
だ
し
香
る
さ
っ
ぱ
り
チ
ャ
ン
ポ
ン

P1
5B

2
☎
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43

も
り
と
う
食
堂

も
り
と
う
し
ょ
く
ど
う

こ
こ
で

食
べ
ら
れ

ま
す
！

と
れ
た
ば
か
り
の
あ
ご（
＝
ト
ビ
ウ
オ
）を
炭
火
で
じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
る
な
ど
し
て
だ
し
に
使
っ
た
コ
ク
の
あ
る
ス
ー
プ
が
特
徴
の
麺
類
は
平
戸
な
ら
で
は
の
味
！

あ
ご
だ
し
麺

こ
れ
ぞ
絶
品
！

n
あ
ご
の
す
り
身
も
入
り
、

あ
ご
を
存
分
に
楽
し
め
る

あ
ご
だ
し
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

生
月
大
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
、
漁
港
の
そ
ば
に
あ
る
あ

ご
だ
し
ラ
ー
メ
ン
専
門
店
。
澄
ん
だ
ス
ープ
と
、
無
添

加
の
太
ち
ぢ
れ
生
麺
が
よ
く
合
う
。K
平
戸
市
生
月

町
南
免
44
32
-1
01
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
23
分
 

J
11
時
30
分
～
15
時（
日
曜
、
祝
日
は
～
17
時
※

天
候・
諸
事
情
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
） i
月
曜（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
） p
20
台

あ
ご
だ
し
ラ
ー
メ
ン
発
祥
の
店
P1

6B
2

☎
 09

50
-5
3-
31

30

大
氣
圏

た
い
き
け
ん

こ
こ
で

食
べ
ら
れ

ま
す
！

平
戸
牛
を
味
わ
え
る
精
肉
店
直
営
の
焼
肉
レ
ス

ト
ラ
ン
。
極
上
の
肉
を
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
楽
し
め
る
。
K
平
戸
市
築
地
町
52
9 

k
西
肥
バ
ス
平
戸
新
町
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
1分
 

J
11
時
50
分
～
13
時
40
分
LO
、
17
～
21

時
LO
 i
不
定
休
 p
20
台

絶
品
の
平
戸
牛
を
堪
能

P1
5B

3
☎
 09

50
-2
2-
24

39

平
戸
和
牛
 焼
肉
市
山

ひ
ら
ど
わ
ぎ
ゅ
う
 や
き
に
く
い
ち
や
ま

こ
こ
で

食
べ
ら
れ

ま
す
！

o
特
選
カ
ル
ビ
、
上
ミ
ス
ジ
、
上
カ
ル
ビ
が

入
っ
た
平
戸
和
牛
3種
の
盛
合
せ
34
00
円

ミ
ネ
ラ
ル
分
を
豊
富
に
含
ん
だ
牧
草
を
食
べ
て
育
っ
た
平
戸
牛
は
、
赤

身
と
脂
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
ろ
け
る
お
い
し
さ
。

平
戸
牛

こ
れ
ぞ
絶
品
！

n
あ
ご
だ
し
ラ
ー
メ
ン
75
0円
。
豪
華
な

あ
ご
だ
し
海
鮮
ラ
ー
メ
ン
12
50
円
も
人
気

あ
ご
だ
し
ラ
ー
メ
ン

平
成
29
年
6月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
庭

園
露
天
風
呂
に
加
え
、
目
の
前
に
海
が
広
が
る

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
展
望
露
天
風
呂
な
ど
、
多
彩

な
風
呂
が
揃
う
。
K
平
戸
市
川
内
町
55
 k
西

肥
バ
ス
千
里
ヶ
浜
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
8分
 G
入

浴
50
0円
（
夕
食
付
き
は
29
70
円
） 
J
入
浴

15
～
23
時
 i
無
休
 p
20
0台

西
日
本
最
大
級
の
天
然
温
泉
大
浴
場

P1
6B

3
☎
 05

70
-5
50

-4
80

湯
快
リ
ゾ
ー
ト
 ホ
テ
ル
蘭
風

ゆ
か
い
り
ぞ
ー
と
 ほ
て
る
ら
ん
ぷ
う

こ
こ
で

立
ち
寄
り

湯
を
！

o
海
を
眺
め
な
が
ら
入
れ
る
イ
ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ
展
望
露
天
風
呂

美
肌
の
湯
と
い
わ
れ
、
女
性
た
ち
に
好
評
。
平

成
29
年
7月
中
旬
に
家
族
風
呂
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
K
平
戸
市
田
平
町
野
田
免
21
0-
6 
k
西
肥

バ
ス
平
戸
口
桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
20
分
 G
入

浴
90
0円
 J
入
浴
11
～
23
時（
第
1・
3水
曜

は
15
時
～
） 
i
無
休
 p
14
0台

多
彩
な
風
呂
が
楽
し
め
る

P1
6C

2
☎
 09

50
-5
7-
11

10

サ
ム
ソ
ン
ホ
テ
ル

さ
む
そ
ん
ほ
て
る

こ
こ
で

立
ち
寄
り

湯
を
！

o
露
天
風
呂
か
ら
は

美
し
い
海
が
望
め
る

お 湯 が 滑 ら か で 柔 ら か く 、湯 上 が り に は 肌 が ツ ル ツ ルに な る と 評 判 の 平 戸 の 温 泉 。市 内 各 地 に 温 泉 が あ り 、 立ち 寄 り 湯 も 楽 し め る 。

美 肌 に な れ る

温 泉 も ！

平 戸 再 発 見 ！ そ の ５

平 戸 に は 南 蛮 直 伝 の 菓

子 が 充 実 。 伝 統 の 菓 子

か ら 新 し い 定 番 菓 子 ま

で 、 多 彩 な ス イ ー ツ が

揃 い 、 甘 党 に は た ま ら

な い ！ （ ↓ Ｐ 11 ）

新 旧 南 蛮

ス イ ー ツ も ！

平 戸 再 発 見 ！ そ の ６

カ
ス
ド
ー
ス

約
46
0年
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
神
父
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

た
菓
子
。
卵
黄
を
ま
と
っ
た

カ
ス
テ
ラ
を
煮
立
た
せ
た
糖

蜜
に
入
れ
た
後
、
表
面
に
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
ま
ぶ
し
た
伝

統
菓
子
。旧
代
表

ケ
イ
ジ
ャ
ー
ダ
と
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
「
チ
ー

ズ
を
使
っ
た
お
菓
子
」

と
い
う
意
味
。
サ
ク
サ

ク
の
タ
ル
ト
生
地
と
濃

厚
な
チ
ー
ズ
フ
リ
ン
グ

が
相
性
抜
群
。

新
代
表

平
戸
ケ
イ
ジ
ャ
ー
ダ

映 画 『 あ な た へ 』 の

ロ ケ 地 に

平 戸 再 発 見 ！ そ の
７

昭
和
の
香
り
漂
う
平
戸
島
の
薄
香
地
区
は
、

高
倉
健
さ
ん
の
遺
作
と
な
っ
た
映
画『
あ

な
た
へ
』
の
ロ
ケ
地
。
ポ
ス
タ
ー
に
も
使

わ
れ
た
民
家
も
残
る
。T
09
50
-2
2-

41
11
（
平
戸
市
観
光
課
）

o
「
冨
永
写
真
館
」
と
し
て
映
画
に

登
場
す
る
民
家

日 本 最 西 端 の

駅 が あ る

平 戸 再 発 見 ！ そ の ８

平
戸
の
最
寄
り
駅
、
松
浦
鉄
道「
た
び
ら

平
戸
口
駅
」
は
日
本
最
西
端
の
駅
。
鉄

道
フ
ァ
ン
な
ら
一
度
は
訪
れ
た
い
聖
地
だ
。

駅
前
に
は
旧
国
鉄
時
代
の
貨
車
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。T
09
50
-5
7-
00
24

m
駅
舎
の
一
部

は
鉄
道
資
料
館

に
な
っ
て
い
る

l

記
念
の
訪
問

証
明
書
20
0円
も

販
売
し
て
い
る

１
時
間
コ
ー
ス
か
ら
１
日
コ
ー
ス
ま
で
テ
ー
マ
別
に
合
わ

せ
て
平
戸
を
案
内
し
て
く
れ
る
地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
。
料

金
は
２
時
間
ま
で
15
00
円
、
以
降
１
時
間
延
長
に
つ
き

50
0円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
原
則
と
し
て
利
用
日
の
３
日

前
ま
で
に
要
予
約
。
K
平
戸
市
崎
方
町
77
6-
6平
戸
市

観
光
案
内
所
内
 k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
す
ぐ
 J
ガ
イ
ド
可
能
時
間
8時
30
分
～
17
時（
12

～
2月
は
～
16
時
30
分
）i
無
休
 p
50
台

P1
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2
☎
 09

50
-2
3-
82

10

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド

P1
6C

2

P1
6C

2

3



領 民 の 多 く が 改 宗 。

一 斉 に 広 が っ た

キ リ ス ト 教

　
平 戸 松 浦 家 25 代 当 主 、 松

ま つ

浦
ら

隆
た か

信
の ぶ

（ 道
ど う

可
か

） が 天 文 19 年 （ １ ５ ５ ０ ） に

ポ ル ト ガ ル 船 と の 貿 易 を 始 め た こ

と が 、 平 戸 の キ リ ス ト 教 伝 来 の 始

ま り 。 フ ラ ン シ ス コ ・ ザ ビ エ ル 神 父

ら に よ っ て 布 教 が 積 極 的 に 行 わ れ 、

家 老 ・ 籠
こ

手
て

田
だ

氏 と 弟 の 一
い ち

部
ぶ

氏 も 入

信 。 彼 ら の 領 地 に 住 む 人 々 は 改 宗

さ せ ら れ 、 平 戸 に 多 く の キ リ ス ト

教 信 者 が 生 ま れ た 。

弾 圧 そ し て 復 活 の

教 会 建 築 へ

　
慶 長 ４ 年 （ １ ５ ９ ９ ） に そ れ ま で

キ リ シ タ ン と 一 定 の 関 係 を 保 っ て き

た 松 浦 隆 信 （ 道 可 ） が 亡 く な る と 、

そ の 後 を 継 い だ 鎮
し げ

信
の ぶ
（ 法

ほ う

印
い ん

） が キ リ

キ リ ス ト 教

関 連 遺 産 を

巡 る
長 崎 初 の キ リ ス ト 教 伝 来 の 地 、 平 戸 。

天 文 19 年 （ １ ５ ５ ０ ） 、 宣 教 師 フ ラ ン シ ス コ ・ ザ ビ エ ル が

平 戸 で 布 教 を 始 め て 以 来 、 入 信 、

迫 害 、 潜 伏 、 そ し て 復 活 と い う

稀 有 な 歴 史 を 辿 っ た

平 戸 の キ リ ス ト 教 史 を 教 会 や

施 設 を 巡 り な が ら 感 じ よ う 。

信 仰 の 歴 史 と

人 々 の 祈 り の 心 を 感 じ る

キ
リ
ス
ト
教

復
活
後
に
信
者

た
ち
の
祈
り
の
場
と
し
て
建
て

ら
れ
た
天
主
堂
。
教
会
設
計

の
第

一
人
者
・
鉄て
つ

川か
わ

与よ

助す
け

が
設
計
・
施
工
を
手
が
け
て
い
る
。

色
違
い
の
煉
瓦
を
使
っ
た
外

壁
、
イ
タ
リ
ア
製（

１
階
）と

ド
イ
ツ
製（

２
階
）の

ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
な
ど
が
美
し
い
。

K
平
戸
市
田
平
町
小
手
田
免
19
 k

西
肥
バ
ス
天
主
堂
前
バ
ス
停
か
ら
徒

歩
す
ぐ
 G
拝
観
無
料
 J
９
～
17
時

（
ミ
サ
の
時
は
見
学
不
可
） 
i
無
休
 

p
20
台
※
見
学
は
事
前
連
絡
が
必
要

田
平
天
主
堂

た
び
ら
て
ん
し
ゅ
ど
う

色
の
違
う
煉
瓦
を
組
み
合
わ
せ
た

美
し
い
外
壁
の
教
会

P1
6C

3
☎
 0
95

-8
23

-7
65

0

o
１
階
部
分
に

あ
る
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
。
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
構
図
が

特
徴
だ

世
界
遺
産
候
補
も
！

K
平
戸
市
鏡
川
町
25
9-
1 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
市
役

所
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
 G
拝
観
無
料
 J
８
～

16
時（
ミ
サ
の
時
は
見
学
不
可
）i
無
休
 p
30
台

o
碑
は
ま
さ
に
炎
が
天
に
昇
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

o
平
戸
の
市
街
地
を
望
む
丘
の
上
に
立
つ

o 堂 内 は 淡 い ク リ ー ム 色 に

統 一 さ れ 、 柔 ら か な 印 象

田
平
天
主
堂

焼
罪
史
跡
公
園

平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会

平
戸
市
生
月
町
博
物
館

「
島
の
館
」

カ
ト
リ
ッ
ク
山
田
教
会

春
日
集
落
と
安
満
岳

ウ
シ
ワ
キ
の
森

車
で
10
分

車
で
17
分

車
で
30
分

車
で
8分

車
で
15
分

車
で
22
分

昭
和
６
年（

19
31

）
に
建
設
さ
れ
た
教
会
。

正
面
中
央
に
大
塔
、
左
に
の
み
小
塔
を
配

し
た
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
外
観
が
特
徴
。

献
堂
40

周
年
を
記
念
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・

ザ
ビ
エ
ル
像
が
建
て
ら
れ
、
偉
業
を
讃
え

て
い
る
。平
戸
ザ
ビ
エ
ル

記
念
教
会

ひ
ら
ど
ざ
び
え
る
き
ね
ん
き
ょ
う
か
い

柔
ら
か
な
印
象
漂
う

モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
教
会

P1
5A

2
☎
 0
95

0-
22

-3
06

0

オ
ス
ス
メ
コ
ー
ス

o
敷
地
内
に
立

つ
白
亜
の
ザ
ビ

エ
ル
像

所
要
4
時
間
3
0
分

平
戸
と

キ
リ
ス
ト
教

平
戸
瀬
戸
を
望
み
、
正
面
に
平
戸
城
が
見
え

る
公
園
。
元
和
8年

（
16

22
）、

厳
し
い
弾
圧

に
よ
り
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
、
カ
ミ
ロ
・
コ
ス

タ
ン
ツ
ォ
氏
が
こ
の
地
で
火
あ
ぶ
り
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、以

降
、聖

地
と
し
て「

殉
教
の
碑
」

が
立
て
ら
れ
た
。

K
平
戸
市
田
平
町
野
田
免
21
0 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車

で
5分
 G
J
i
散
策
自
由
 p
10
台

焼
罪
史
跡
公
園

や
い
ざ
し
せ
き
こ
う
え
ん

宣
教
師
が
殉
教
し
た
悲
し
い
聖
地

P1
6C

2
☎
 0
95

0-
22

-3
06

0

o
施
工
か
ら
約
3年
、
大
正
7年
（
19
18
）に
完
成
。
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

（
平
戸
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
）

o
天
主
堂
の
敷
地
内
に
は
聖
地

「
ル
ル
ド
」
も

（
平
戸
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
）

（
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
イ
ン
フ
ォメ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

4

シ タ ン 勢 力 へ の 圧 力 を 強 め た た め 、

籠 手 田 一 族 は 信 徒 ６ ０ ０ 名 と と も

に 長 崎 に 亡 命 。 支 柱 を 失 っ た 平 戸

の 信 者 は 禁 教 の 時 代 に 突 入 す る 。

表 面 上 は 座 敷 に 神 棚 を 祭 り 、 仏 壇

を 備 え て い た が 、 納 戸 に は 聖 母 マ

リ ア な ど を 描 い た 聖 画 を 飾 っ て 信

仰 を 続 け て い た 。 そ の 後 、 明 治 政

府 が 信 教 の 自 由 を 認 め る と 、 潜 伏

キ リ シ タ ン た ち は カ ト リ ッ ク に 復

帰 し 、 堂 々 と 祈 り を 捧 げ ら れ る 教

会 を 建 て 始 め た 。

今 も な お 受 け 継 が れ る

か く れ キ リ シ タ ン の 文 化

　
信 教 の 自 由 が 認 め ら れ た こ と に

よ り 、 潜 伏 キ リ シ タ ン の 一 部 は 復

活 を 果 た す が 、 あ え て 復 活 を せ ず

に 、 禁 教 時 代 の 信 仰 ス タ イ ル を そ

の ま ま 継 続 し て い る 人 々 を 〝 か く

れ キ リ シ タ ン 〞 と よ ん で い る 。 現

在 、 そ の 信 仰 を 守 っ て い る の は ご

く わ ず か だ が 、 殉 教 地 や 墓 地 な ど

の 聖 地 は 人 々 の 手 に よ っ て 今 も 大

切 に 守 ら れ て い る 。

現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
の
聖
画
や
行
事
、
島
の
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ほ
か
に
、
江
戸
時
代
に
日
本
最
大

規
模
を
誇
っ
た
鯨
組
の
豊
富
な
資
料
や
捕
鯨
法

を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
。

K
平
戸
市
生
月
町
南
免
42
89
-1
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車

で
25
分
 G
入
館
51
0
円
 J
９
～
17
時
 i
１
月
1・
2
日
 

p
56
台

 平戸
市
生月
町博
物
館

「
島
の
館
」

ひ
ら
ど
し
い
き
つ
き
ち
ょ
う
は
く
ぶ
つ
か
ん
「
し
ま
の
や
か
た
」

今
も
な
お
受
け
継
が
れ
る

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
を
知
る

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
53

-3
00

0

山
田
集
落
の
高
所
に
大
正
元
年（

19
12

）
に
建
て
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
教
会
。
設

計
は
鉄
川
与
助
が
手
が
け
、
特
徴
的
な
コ

ウ
モ
リ
天
井
の
脇
に
蝶
の
羽
根
の
コ
ラ
ー

ジ
ュ
が
配
さ
れ
る
。
内
部
に
は
４
つ
の
殉

教
に
関
す
る
レ
リ
ー
フ
も
あ
る
。

K
平
戸
市
生
月
町
山
田

免
44
0-
2 
k
平
戸
大

橋
か
ら
車
で
30
分
 G

拝
観
無
料
 J
9
～
17

時（
ミ
サ
の
時
は
見
学

不
可
）
i
不
定
休
 p
14

台

カ
ト
リ
ッ
ク
山
田
教
会

か
と
り
っ
く
や
ま
だ
き
ょ
う
か
い

受
難
の
歴
史
を
伝
え
る

生
月
島
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

P1
6B

2
☎
 

l
江
戸
時
代
に
日
本
最
大

の
規
模
を
誇
っ
た
鯨
組
「
益ま
す

冨と
み

組
」の
資
料
展
示

o
2
階
で
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
紹
介
し
て

い
る
。
納
戸
部
屋
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
信
仰
の
様
子
を
再
現

弾
圧
時
代
以
降
、
か
く
れ
キ
リ
シ

タ
ン
が
生
活
を
営
ん
で
き
た
集
落
。

幕
末
の
集
落
形
態
が
よ
く
維
持
さ

れ
て
い
る
。
禁
教
令
が
解
か
れ
た

後
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復

帰
せ
ず
、

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
継
承

し
て
き
た
。

K
平
戸
市
春
日
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で

約
30
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
5台
（
公
民

館
駐
車
場
利
用
）春
日
集
落
と
安
満
岳

か
す
が
し
ゅ
う
ら
く
と
や
す
ま
ん
だ
け

美
し
い
棚
田
が
広
が
る

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里

P1
6B

2
m
敷
地
内
に
は

か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
発
見
の
碑
も

あ
る

o
春
日
集
落
は
、
安
満
岳
か
ら
伸

び
る
尾
根
に
挟
ま
れ
た
谷
状
の
地

形
上
に
位
置
す
る
o
布
教
時
代
の

キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
が
発
掘
さ
れ
た

丸
尾
山
山
頂

世
界
遺
産

候
補

根
獅
子
の
浜（

→
P1

0）
の
後
ろ
に
あ
る
雑

木
林
の
中
に
あ
り
、
16

世
紀
の
宣
教
師
の

書
簡
に
十
字
架
を
建
て
た
場
所
と
し
て
伝
わ

る
遺
構
。
地
域
の
人
々
か
ら
は
聖
地
と
し
て

守
ら
れ
て
お
り
、
最
近
ま
で
は
靴
を
履
い
て

入
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

K
平
戸
市
大
石
脇
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
約
30
分

G
J
i
見
学
自
由
 p
な
し

ウ
シ
ワ
キ
の
森

う
し
わ
き
の
も
り

人
々
が
守
り
続
け
る

神
秘
的
な
聖
地

P1
6B

3
☎
 0
95

0-
22

-4
11

1（
平
戸
市
観
光
課
）

o
平
成
20
年
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た

キ
リ
シ
タ
ン
の
基
地

平
戸
島
と
生
月
島
の
間
に
あ
る
無
人
島
。
禁
教
令

に
よ
っ
て
神
父
が
捕
ら
え
ら
れ
た
際
、
そ
の
世
話

人
で
あ
っ
た
信
者
や
そ
の
家
族
た
ち
が
処
刑
さ
れ

た
島
。
生
月
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
最

高
の
聖
地
で
あ
り
、
今
も
聖
水
を
採
取
す
る
重
要

な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
22

-4
11

1（
平
戸
市
観
光
課
）

中な
か

え
の

し
ま

江
ノ
島

o
平
戸
島
か
ら
2k
m
沖
合
に
あ
る
無
人
島

42

19

60

19

15
3

22
1

38
3

38
3

上
床
展
望
所

切
支
丹
資
料
館

小
麦
様
の
墓鯛
の
鼻

自
然
公
園

山
頭
草
原

山
野
教
会

古
江
教
会

上
神
崎
教
会

紙
漉
の
里

風
力
発
電
所

鄭
成
功

記
念
館

普
門
寺（
旧
龍
瑞
寺
跡
）

た び ら 平 戸 口 駅
松

生
月
大
橋

京
崎
公
園

鯛
ノ
鼻

有
僧
都
岳

安
満
岳

平
戸
島

平
戸
島

生
月
島

生
月
島

平
戸
市

木
ヶ
津
湾

薄
香
湾

古 江 湾

平 戸 瀬 戸

平
戸
市
た
び
ら
昆
虫
自
然
園

宝
亀
教
会

平
戸
大
橋

生
月
大
橋

根
獅
子
の
浜

紐
差
教
会

平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会

春
日
集
落
と

安
満
岳

平
戸
市
生
月
町
博
物
館

「
島
の
館
」

ウ
シ
ワ
キ
の
森

カ
ト
リ
ッ
ク
山
田
教
会

焼
罪
史
跡
公
園

田
平
天
主
堂

12

3

6

7

5 4

St
ar

t

G
oa

l

o
生
月
大
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
の
で
、
島
を
訪
れ
る
際
、
最
初
に
行
っ
て
み
よ
う

09
50

-2
2-
30

60
（
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

☎
 0
95

-8
23

-7
65

0

世
界
遺
産

候
補

©
日
暮
雄
一

（
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
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平
戸

城

最
教

寺

いけ
す居
食
家
 大
徳
利

幸
橋

寺院
と教
会の
見え
る風
景

マ
メ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー

松
浦
史
料
博
物
館

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

城
下
町

さん
ぽ

江
戸
時
代
、
松ま
つ

浦ら

氏
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
平
戸
は
、

オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
、
欧
州
の
国
々
と
の
交
流
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
異
国
情
緒
漂
う
港
町
。

心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
平
戸
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

平
戸
城
は
松
浦
家
の
居
城
と
し
て
元
禄
17

年（
17

04
）
に

築
城
が
始
ま
り
、
享
保
３
年（

17
18

）
に
完
成
。
天
守
閣
か

ら
の
眺
め
は
絶
景
だ
。
内
部
に
は
平
戸
藩
ゆ
か
り
の
鎧
や
刀

の
ほ
か
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

K
平
戸
市
岩
の
上
町
14
58
 k
西
肥
バ
ス
平
戸
市
役
所
前
バ
ス
停
か
ら
徒

歩
10
分
 G
入
館
51
0円
 J
8時
30
分
～
17
時
30
分
 i
無
休
 p
50
台

山
の
上
に
立
つ
平
戸
の
シ
ン
ボ
ル

P1
5C

3
☎
 0
95

0-
22

-2
20

1

平
戸
城

ひ
ら
ど
じ
ょ
う

見
る

o
平
戸
瀬
戸
や
市
街
地
を
見
守

る
よ
う
に
立
っ
て
い
る

l
明
治
天
皇
の
外

祖
母
が
実
家
の
松

浦
家
に
贈
っ
た「
明

治
天
皇
御
七
夜
産

着
」

o
４
世
紀
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
と

い
わ
れ
る
「
鐶か
ん

頭と
う

の
太
刀
」。
国
指
定
の
重

要
文
化
財

「
西
の
高
野
山
」と

よ
ば
れ
る
真
言
宗
の
寺
で
、

弘
法
大
師
が
唐
か
ら
帰
国
の
際
に
立
ち
寄
り
、

護
摩
を
焚
い
た
と
も
伝
わ
る
。
敷
地
内
の「

霊
宝
館
」
で
は
、
海
外
貿
易
全
盛
時
に
当
時
の

藩
主
た
ち
が
寄
進
し
た
美
術
品
を
展
示
。

K
平
戸
市
岩
の
上
町
12
06
-1
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
7分
 G
J
i
境
内
見
学
自
由

（
霊
宝
館
・
三
重
塔
は
共
通
券
40
0円
） 
J
8時
30
分
～
17
時
 p
50
台

国
指
定
の
重
要
文
化
財
を
は
じ
め

貴
重
な
美
術
品
を
展
示

P1
5B

4
☎
 0
95

0-
22

-2
46

9

最
教
寺

さ
い
き
ょ
う
じ

見
る

o
平
成
元
年
に
は
日
本
最
大
の

三
重
塔
が
完
成
し
た

店
内
に
巨
大
な
生
簀
が
あ
り
、
と
れ
た
て
、
さ

ば
き
た
て
の
魚
介
を
堪
能
で
き
る
和
食
店
。
個

室
も
10

室
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。
人

気
の
ひ
ら
め
御
膳
は
刺
身
が
た
っ
ぷ
り
と
入
る

贅
沢
な
味
わ
い
だ
。

K
平
戸
市
木
引
田
町
42
9 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
新
町
バ
ス
停

か
ら
徒
歩
1分
 J
11
～
14
時
、
17
～
22
時
 i
不
定
休

p
13
台

と
れ
た
て
ピ
チ
ピ
チ
の

鮮
魚
を
食
べ
る
な
ら
コ
コ！

P1
5A

3
☎
 0
95

0-
22

-3
18

0

い
け
す
居
食
家
 大
徳
利

い
け
す
い
し
ょ
く
や
 お
お
ど
っ
く
り

食
べ
る

徒
歩
20
分

徒
歩
14
分

徒
歩
3分

徒
歩
3分

徒
歩
2分

徒
歩
10
分

徒
歩
5分

徒
歩
5分

オ
ス
ス
メ
コ
ー
ス

o
街
な
か
に
あ

り
歩
い
て
行
き

や
す
い

m
ひ
ら
め
御
膳

19
50
円
。
メ

ニ
ュ
ー
は
昼
も

夜
も
同
じ
。
団

扇
海
老
の
味

噌
汁
6
0
0円

～
も
好
評

寛
文
9年

（
16

69
）に

架
け
ら
れ
た
平
戸
城
と
市
街
地
を
結

ぶ
橋
。
当
時
は
木
製
だ
っ
た
が
、
元
禄
15

年（
17

02
）
に
石

橋
に
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
石
造
り
建
築
に
従
事
し
た
石
工
が

手
が
け
た
こ
と
か
ら“

オ
ラ
ン
ダ
橋
”と

も
よ
ば
れ
、
国
指
定

の
重
要
文
化
財
。
平
成
26

年
に

愛
の
聖
地
と
し
て
も
認
定
さ
れ
た
。

K
平
戸
市
岩
の
上
町
15
08
-3
k
西
肥

バ
ス
平
戸
市
役
所
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
1

分
G
J
i
見
学
自
由
p
市
役
所
駐
車
場

利
用人
々
に「
幸
せ
」
を
も
ら
た
ら
し
た
橋

P1
5B

3
☎
 0
95

0-
22

-4
11

1（
平
戸
市
観
光
課
）

幸
橋

さ
い
わ
い
ば
し

見
る

m
橋
が
で
き
る
前
は
船

を
使
っ
て
城
を
行
き
来

し
て
お
り
、
不
便
が
解

消
さ
れ
た
こ
と
か
ら“
幸

橋
”と
名
付
け
ら
れ
た

新
し
い
文
化
の
入
口
と
し
て
栄
え
た
平
戸
に
は
、
日
本
初
の
モ
ノ
や
コ
ト

が
た
く
さ
ん
！
平
戸
は
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
発
信
地
だ
っ
た
の
だ
。

平
戸
こ
と
は
じ
め

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
よ
っ
て
伝
来
し
た
「
パ
ン
」
を
は

じ
め
、
宣
教
師
が
薬
用
と
し
て
持
参
し
た
「
葉
タ

バ
コ
」、
英
国
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
ビ
ー

ル
」、
三
浦
按あ
ん

針じ
ん

が
平
戸
英
国
商
館
館
長
に
贈
っ

た
「
さ
つ
ま
い
も
」、
栄
西
禅
師
が
伝
え
た
「
お

茶
」な
ど
、
平
戸
は
当
時
、
最
先
端
の
文
化
発

信
地
だ
っ
た
。
ほ
か
に
も
オ
ラ
ン
ダ

商
館
誕
生
と
と
も
に
伝
わ
っ
た「
ペ

ン
キ
」や
、「
西
洋
医
学
」「
禅
宗
」な

ど
も
平
戸
か
ら
日
本
中
に
広
が
っ
た
。

所
要
5
時
間
3
0
分

6

市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
一
歩
入
り
、

石
畳
の
階
段
を
歩
い
て
行
く
と
見
え
て
く
る
風
景
。

光
明
寺
や
瑞
雲
禅
寺
の
向
こ
う
に
、
平
戸
ザ
ビ

エ
ル
記
念
教
会（

→
P4

）が
見
え
、
平
戸
の
歴

史
が
育
ん
だ
貴
重
な
景
色
が
心
に
染
み
入
る
。

K
平
戸
市
鏡
川
町
 k
西
肥
バ
ス
平
戸
市
役
所
前
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
5分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
平
戸
港
交
流
広
場
駐

車
場
利
用

こ
れ
ぞ
平
戸
ら
し
い！
と

思
え
る
貴
重
な
風
景

P1
5A

2
☎
 0
95

0-
22

-4
11

1（
平
戸
市
観
光
課
）

寺
院
と
教
会
の
見
え
る
風
景

じ
い
ん
と
き
ょ
う
か
い
の
み
え
る
ふ
う
け
い

見
る

m
記
念
撮
影
を
す
る
の

に
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト

平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会（

→
P4

）
の
近
く
に

あ
る
カ
フ
ェ
。
自
家
焙
煎
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
コ

ー
ヒ
ー
が
気
軽
に
味
わ
え
る
と
、
地
元
で
も
話

題
だ
。
季
節
ご
と
に
変
わ
る
手
作
り
の
ス
イ
ー

ツ
と
一
緒
に
楽
し
も
う
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
。

K
平
戸
市
鏡
川
町
30
8-
4 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
市
役
所
前
バ

ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
 J
9時
30
分
～
19
時（
日
曜
は
8
～

17
時
）i
火
曜（
20
17
年
夏
期
の
み
水
曜
も
） 
p
5台

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
な
ら
コ
コ！P1

5A
3

☎
 0
95

0-
23

-8
22

5

マ
メ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー

ま
め
る
く
こ
ー
ひ
ー

カ
フ
ェ

o
カ
フ
ェ
ラ
テ
S
32
0円
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
＆
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
マ
フ
ィ
ン
24
0円

平
戸
藩
主
・
松
浦
家
の
旧
邸
宅
を
利
用
し
た
博

物
館
で
、
明
治
26

年（
18

93
）
築
。
日
蘭
貿
易

が
隆
盛
を
極
め
た
時
代
の
史
料
や
遺
品
を
展
示

し
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
茶
室
・
閑か
ん

雲う
ん

亭て
い

も
あ
り
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。

K
平
戸
市
鏡
川
町
12
 k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
５
分
 G
入
館
51
0円
 J
8時
30
分
～
17
時
30
分
 i

無
休
 p
10
台

藩
主
の
栄
華
が
伝
わ
る
博
物
館P1
5B

1
☎
 0
95

0-
22

-2
23

6

o
豊
臣
秀
吉
が
発
布
し
た
日

本
初
の
伴
天
連
追
放
の
文

書
「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
定
書
」

な
ど
も
展
示
し
て
い
る

o 室 町 時 代 の 甲 冑 「 紺 糸 威 肩 白赤 胴 丸 」 。 国 指 定 の 重 要 文 化 財

松
浦
史
料
博
物
館

ま
つ
ら
し
り
ょ
う
は
く
ぶ
つ
か
ん

見
る

海
沿
い
に
立
つ
白
壁
の
建
物
は
平
成
23

年
に
復
元
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
倉
庫
。
外
観
や
構
造
は
オ
ラ
ン
ダ
、
屋
根
な
ど
一
部
は
日

本
の
建
築
の
技
術
が
使
わ
れ
た
和
洋
折
衷
の
建
物
。
館
内
で
は
平

戸
と
オ
ラ
ン
ダ
の
交
易
の
歴
史
を
伝
え
る
。

K
平
戸
市
大
久
保
町
24
77
 k
西
肥
バ
ス
平

戸
桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5分
 G
入
館
30
0

円
 J
8時
30
分
～
17
時
30
分
 i
6月
第
３

火
～
木
曜
 p
平
戸
港
交
流
広
場
駐
車
場
利
用

往
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
る

P1
5C

1
☎
 0
95

0-
26

-0
63

6

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

ひ
ら
ど
お
ら
ん
だ
し
ょ
う
か
ん

見
る

n
約
2万
個
の
砂
岩
切
石
を

使
っ
た
巨
大
な
倉
庫

m
n
浴
槽
の
周
り
を
魚
た
ち
が
泳
ぎ
、

子
ど
も
も
大
人
も
大
喜
び
！

l
輸
出
用
と
し
て
作
ら
れ
た
南
蛮
漆
器
。

美
し
い
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
る

l
鎖
国
政
策
で
追
放
さ
れ
た
混
血
児

（
コ
シ
ョ
ロ
）
が
故
郷
を
思
っ
て
書
い
た

手
紙
「
じ
ゃ
が
た
ら
文
（
コ
シ
ョ
ロ
）」

壁
に
水
槽
が
埋
め
込
ま
れ
、
浴
槽
の
周
り
を
魚

た
ち
が
優
雅
に
泳
ぐ
水
族
館
大
浴
場
が
人
気
の

ホ
テ
ル
。
水
槽
内
の
4匹

の
カ
メ
す
べ
て
に
合
え

た
ら
長
生
き
で
き
る
と
い
う
長
寿
伝
説
も
！
ほ
か

に
露
天
風
呂
や
家
族
風
呂
も
充
実
。

K
平
戸
市
大
久
保
町
22
31
-3
 k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋
バ

ス
停
か
ら
徒
歩
8分
 G
入
浴
60
0円
 J
入
浴
15
～
22
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
13
時
～
） 
i
不
定
休
 p
80
台

ま
る
で
竜
宮
城
？

水
族
館
の
よ
う
な
大
浴
場

P1
5C

1
☎
 0
95

0-
22

-3
80

0

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

ひ
ら
ど
か
い
じ
ょ
う
ほ
て
る

温
泉

中
国
人
の
父
と
、
平
戸
の
女
性
を
母
に
持
ち
、
東

ア
ジ
ア
の
英
雄
と
し
て
活
躍
し
た
鄭
成
功
の
偉
業

を
伝
え
る
生
家
。
日
本
で
は
近
松
門
左
衛
門
の

「
国こ
く

性せ
ん

爺や

合か
っ

戦せ
ん

」
の
モ
デ
ル
と
し
て
有
名
な
人
物
だ
。

ま
た
、
記
念
館
か
ら
徒
歩
5分
ほ
ど
海
へ
と
向
か

っ
た
場
所
に
は
、
鄭
成
功
と
そ
の
母
マ
ツ
の
神
位

が
祭
ら
れ
た「
鄭
成
功
廟
」
が
あ
る
。

K
平
戸
市
川
内
町
11
14
-2
 k
西
肥
バ
ス
鄭
成
功
記
念
館

前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
す
ぐ
 G
入
館
無
料
 J
8時
30
分
～

17
時
 i
水
曜
 p
50
台

英
雄
の
生
家

中
国
・
明
の
時
代
に
活
躍
し
た

P1
6B

3
☎
 0
95

0-
24

-2
33

1

鄭
成
功
記
念
館
・
鄭
成
功
廟

て
い
せ
い
こ
う
き
ね
ん
か
ん
　
て
い
せ
い
こ
う
び
ょ
う

ひ
と
足
の
ば
し
て

l
生
家
で
は
鄭
成

功
の
人
物
像
が
わ

か
る
展
示
を
行
っ

て
い
る

n
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
雰
囲
気
に

な
ご
め
る
可
愛
い
カ
フ
ェ

7



標
高
約
26

0m
の
場
所
に
広
が
る
長
崎
県
を
代
表
す
る
大
草
原

で
、
西
海
国
立
公
園
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
駐
車
場
か

ら
続
く
階
段
を
上
る
と
丘
の
上
に
36

0度
の
視
界
が
開
け
、
平
戸

瀬
戸
や
九
十
九
島
、
生
月
島
な
ど
が
望
め
る
。

K
平
戸
市
大
野
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
10
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
10
0台

川
内
峠

☎
 0
95

0-
22

-4
11

1 （
平
戸
市
観
光
課
）

問
合
せ：

市
街
地
も
い
い
が
、

一
歩
離
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
と
、

街
な
か
で
は
出
合
え
な
か
っ
た
絶
景
が
待
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
く
、

旅
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
る
。

か
わ
ち
と
う
げ

階
段
を
上
り
、
3
6
0
度
の
視
界
体
験
を

P1
6B

2

足
を
の
ば
し
て

出
合
え
る
感
動
！

o
入
江
に
な
っ
て
い
て
、
対
岸
の
景
色
も
楽
し
め
る

o 丘 か ら の 眺 め は 絶 景

m 春 は 新 緑 、 秋 は ス ス

キ に 覆 わ れ 、 ２ 月 上 旬

に は 野 焼 き も 行 わ れ る

マ
グ
マ
が
冷
却
固
定
す
る
際
に
で
き
る
柱

状
節
理
と
い
わ
れ
る
奇
岩
が
高
さ
約
20

ｍ
、

南
北
に
約
50

0m
ほ
ど
続
く
断
崖
。
美
し

く
並
ん
だ
六
角
形
の
亀
甲
模
様
を
し
た
石

柱
は
圧
巻
の
迫
力
。
長
崎
県
新
観
光
百
選

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

K
平
戸
市
生
月
町
壱
部
15
60
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車

で
35
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
10
台

塩
俵
の
断
崖

し
お
だ
わ
ら
の
だ
ん
が
い

自
然
が
育
ん
だ

迫
力
満
点
の
断
崖

P1
6B

2

m
石
の
柱
が
い
く
つ
も
重
な
っ
て
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

生
月
島
の
最
北
端
、
約
10

0m
ほ
ど
の
断

崖
絶
壁
の
上
に
立
つ
白
亜
の
灯
台
。
展
望

台
か
ら
は
眼
下
に
紺
碧
の
大
海
原
が
広
が

り
、
遠
く
は
壱
岐
や
対
馬
な
ど
が
眺
め
ら

れ
る
。
夕
暮
れ
時
の
美
し
さ
も
感
動
を
約

束
し
て
く
れ
る
。

K
平
戸
市
生
月
町
御
崎
26
-2
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車

で
43
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
30
台

大
バ
エ
灯
台

お
お
ば
え
と
う
だ
い

断
崖
絶
壁
に
立
つ

白
亜
の
灯
台

P1
6B

1

o
崖
の
上
に
あ
り
迫
力
満
点
。

思
わ
ず
足
が
す
く
ん
で
し
ま
う
か
も
！

平
戸
の
絶
景

に
合
い
に
行
こ
う ！

手
つ
か
ず
の
美
し
い
自
然
や
景
観
が

残
る
的あ

づ
ち
お
お
し
ま

山
大
島
。
な
か
で
も
オ
ス
ス

メ
な
の
が
、
江
戸
期
か
ら
の
木
造
建

築
が
残
る「

神
浦
地
区
の
町
並
み
」。

家
々
の
凝
っ
た
腕
木
や
意
匠
な
ど
が

見
ら
れ
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
。
島
内

の
移
動
は
車
が
ベ
タ
ー
な
の
で
、
車

ご
と
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
す
る
の
が
よ
い
。

時
が
止
ま
っ
た
よ
う
な

光
景
に
出
合
う

P1
6C

1

神
浦
地
区
の
町
並
み

o
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
の
漁
村
集
落
の
姿
が
残
る

平
戸
地
区

生
月

地
区

生
月

地
区

こ
う
の
  う
ら

8

遠
浅
で
透
き
通
っ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ー
ン
の
海
と
青
い
空
、
白
い
砂
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
ま
る
で
海
外
の

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
よ
う
な
雰
囲
気
が

漂
う
。
昼
間
は
も
ち
ろ
ん
、
空
も
海
も

一
面
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
夕
暮
れ
時
も

圧
巻
の
美
し
さ
だ
。

K
平
戸
市
大
石
脇
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で

30
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
50
台（
1日
50
0

円
・
海
水
浴
場
開
設
期
間
中
の
み
）

海
外
リ
ゾ
ー
ト
に
負
け
な
い

海
の
透
明
度

P1
6B

3

ど
こ
ま
で
も
続
く
真
っ
青
な
大
海
原
を
横

目
に
、
爽
快
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る
シ

ー
サ
イ
ド
ウ
ェ
イ
。
数
多
く
の
車
の
C
M
撮

影
に
使
わ
れ
た
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

特
筆
す
べ
き
は
夕
陽
の
美
し
さ
。
日
没
時

間
を
調
べ
て
出
か
け
た
い
。

K
平
戸
市
生
月
町
南
免
～
山
田
免
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
40
分

サン
セッ
トウ
ェイ

さ
ん
せ
っ
と
う
ぇ
い

東
シ
ナ
海
に
沈
む
夕
陽
を

眺
め
に
出
か
け
よ
う

P1
6A
・B

2

o
天
気
が
よ
け
れ
ば
水
平
線
に
沈
ん
で
ゆ
く
大
き
な
夕
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

平
戸
南
部
に
あ
る
山
頂
部
分
が
鋭
く
尖
っ

た
山
。
標
高
は
34

7m
で
、
宇
久
・
小
値
賀
、

五
島
列
島
を
一
望
で
き
る
。
中
腹
ま
で
車

で
行
く
こ
と
が
で
き
、
山
頂
ま
で
は
そ
こ

か
ら
徒
歩
で
約
1時

間
程
度
。
途
中
、
岩

場
も
あ
る
の
で
、
登
山
の
装
備
が
必
要
。

K
平
戸
市
野
子
町
25
1 
k
平
戸
大
橋
か
ら
中
腹
ま
で

車
で
1時
間
10
分
  G
J
i
散
策
自
由
  p
30
台

志
々
伎
山

し
じ
き
さ
ん

各
地
か
ら
登
山
愛
好
家
が
集
う

P1
6A

4

大
根
坂
湾
一
帯
に
は
広
大
な
棚
田
が
連
な
り
、
昔
な
が

ら
の
原
風
景
が
残
る
。
眺
望
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
平
の
辻

農
村
公
園
か
ら
は
、
棚
田
の
先
に
広
が
る
海
を
背
に
、

初
夏
の
青
々
と
し
た
稲
や
、
秋
に
は
黄
金
色
に
輝
く
稲

穂
な
ど
、
四
季
折
々
に
移
り
行
く
景
観
を
望
め
る
。

K
平
戸
市
大
島
村
大
根
坂
 k
平
戸
桟
橋
か
ら
市
営
フ
ェ
リ
ー
で
45

分
、
的
山
港
下
船
、
車
で
15
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
15
台

大
根
坂
の
棚
田

昔
な
が
ら
の
原
風
景
が
広
が
る

P1
6C

1

お
お
ね
さ
か
の
た
な
だ

o
山
腹
部
に
は
照
葉
樹
林
が
広
が
り
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

o
国
土
交
通
省
の
「
島
の
宝
10
0景
」
に

選
定
さ
れ
て
い
る

K
平
戸
市
大
久
保
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
15
分
 G
J
i
散
策
自
由
 

p
公
園
駐
車
場
利
用

白
岳

し
ら
た
け

P1
6C

2

平
戸
島
の
北
端
、田

の
浦
地
区
に
あ
る
標
高
25

0m
の
山
。

駐
車
場
か
ら
頂
上
ま
で
徒
歩
3分

程
度
と
気
軽
に
登
れ
、

絶
景
を
楽
し
め
る
。
展
望
所
か
ら
は
36

0度
視
界
が
開
け
、

的
山
大
島
や
生
月
島
、
玄
界
灘
が
見
渡
せ
る
。

お
気
軽
登
山
で
絶
景
見
物
を

o
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
に
広
が
る
穏
や
か
な
海
は
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ
る

平
戸
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
45

分
の
的
山
大

島
の
最
東
部
に
は
切
り
立
っ
た
断
崖
が
続

く
。
断
崖
の
上
に
は
広
々
と
し
た
草
原
が

広
が
り
、
大
賀
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
。
遊

歩
道
の
先
の
展
望
台
か
ら
壱
岐
が
望
め
、

夜
は
漁
火
が
美
し
い
。

K
平
戸
市
大
島
村
西
宇
戸
 k
平
戸
桟
橋
か
ら
市
営
フ

ェ
リ
ー
で
45
分
、的
山
港
下
船
、車
で
20
分
 G
J
i

見
学
自
由
 p
20
台大
賀
の
断
崖

お
お
が
の
だ
ん
が
い

断
崖
か
ら
水
平
線
を

眺
め
た
い

P1
6C

1

n
高
さ
40
～
70
m
の
断
崖
が
続
く

人
津
久
の
浜

ひ
と
つ
く
の
は
ま

生
月

地
区

平
戸
地
区

平
戸
地
区

平
戸
地
区

大
島
地
区

大
島
地
区

9



と
れ
た
て
の
野
菜
や
鮮
度
抜
群
の
魚
介
、

手
作
り
品
な
ど
を
生
産
者
た
ち
が
持
ち

寄
っ
て
運
営
し
て
い
る
直
売
所
。
平
戸

の
旬
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
帰
り
た
い
。

新
鮮
野
菜
や
海
鮮
が
揃
う
直
売
所

P1
6B

4
☎
 0
90

-1
19

3-
93

10

梅
ケ
谷
津
偕
楽
園

カト
リッ
ク
宝
亀
教
会

カト
リッ
ク
紐
差
教
会

銀
寿

し

根
獅
子
の
浜

津𠮷
コミ
ュニ
ティ
パー
ク

こ
た
の
さ
と

福鶴
じゃ
がた
らお
春博
物館

車
で
23
分

車
で
12
分

車
で
3分

車
で
6分

車
で
15
分

車
で
9分

オ
ス
ス
メ
コ
ー
ス

元
来
松ま
つ

浦ら

家
別
邸
の
資
料
館
。
建
造
当
時
、

貿
易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
平
戸
ら
し
い
和
洋

折
衷
の
庭
が
あ
り
、
渡
来
品
な
ど
を
展
示
し

て
い
る
。
藩
主
の
御
座
所
も
現
存
。

K
平
戸
市
明
の
川
内
町

34
8 
k
西
肥
バ
ス
鞍
掛
バ

ス
停
か
ら
徒
歩
5分
 G
入

館
40
0円
 J
8時
30
分
～

17
時
 i
木
曜
 p
3台

旧
平
戸
藩
主
の
別
邸

P1
6C

2
☎
 0
95

0-
22

-3
00

3

梅
ケ
谷
津
偕
楽
園

う
め
が
や
つ
か
い
ら
く
え
ん

見
る

o
国
指
定
の
名
勝
で
、
建

物
の
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、

2～
3月
は
梅
の
花
が
楽
し

め
る

カ
ト
リ
ッ
ク
宝
亀
教
会

か
と
り
っ
く
ほ
う
き
き
ょ
う
か
い

見
る

明
治
31

年（
18

98
）建

立
。
白
い
漆
喰
と
赤

煉
瓦
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
木
造
の
教

会
。
円
形
の
窓
や
、
コ
ウ
モ
リ
が
羽
を
広
げ

た
よ
う
な
コ
ウ
モ
リ
天
井
、
教
会
に
は
珍
し

い
テ
ラ
ス
な
ど
が
特
徴
的
。

平
戸
で
最
も
古
い
木
造
の
教
会

P1
6B

3
☎
 09

50
-2
2-
30

60
（平

戸観
光交

流セ
ンタ
ー）

K
平
戸
市
宝
亀
町

11
70
k
平
戸
大
橋

か
ら
車
で
25
分
G

拝
観
無
料
J
８
～

16
時（
ミ
サ
の
時
は

見
学
不
可
）i
無
休
 

p
20
台

o
九
十
九
島
を
望
む

丘
の
上
に
立
つ

東
洋
で
も
指
折
り
の
ロ
マ
ネ
ス

ク
洋
式
の
教
会
。
内
部
は
ア
ー

チ
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
美
し

く
、
船
底
天
井
に
は
、
設
計
者・

鉄て
つ

川か
わ

与よ

助す
け

の
特
徴
で
も
あ
る
花

柄
模
様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

目
に
も
眩
し
い
真
っ
白
な

コ
ン
クリ
ート
造
り
の
教
会

P1
6B

3
☎
 09

50
-2
2-
30

60
（平
戸観

光交
流セ
ンタ
ー）

カト
リッ
ク
紐
差
教
会

か
と
り
っ
く
ひ
も
さ
し
き
ょ
う
か
い

見
る

K
平
戸
市
紐
差
町
10
39
 k
平
戸
大
橋

か
ら
車
で
25
分
 G
拝
観
無
料
 J
８
 

～
15
時（
ミ
サ
の
時
は
見
学
不
可
）i

無
休
 p
10
台

o
旧
浦
上
天
主
堂
が
原
爆
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た

後
は
、
日
本
最
大
の
天
主
堂
と
よ
ば
れ
た

こ
の
道
40

年
の
ベ
テ
ラ
ン
寿
司

職
人
、
村
瀬
成
剛
さ
ん
の
握
る

寿
司
を
求
め
て
、
観
光
客
も
多
く

訪
れ
る
。
獅
子
漁
港
か
ら
定
置
網

で
と
れ
た
魚
を
毎
日
仕
入
れ
る
た

め
、
平
戸
の
旬
を
味
わ
え
る
。

具
だ
くさ
ん
の
ち
らし
寿
司

P1
6B

3
☎
 0
95

0-
28

-0
44

9

銀
寿
し

ぎ
ん
ず
し

食
べ
る

K
平
戸
市
紐
差
町
69
6-
3 
k
平
戸

大
橋
か
ら
車
で
26
分
 J
12
～
21

時
 i
火
曜
p
8台

o
鮮
度
抜
群
の
魚

介
9種
が
の
っ
た
並

ち
ら
し
86
0円

平
成
13

年
、
環
境
庁
に
よ
る「

日
本
の

快
水
浴
場
88

選
」に

も
選
ば
れ
た
美
し

い
ビ
ー
チ
。白

い
砂
浜
は
遠
浅
で
、海

岸
線
は
1k

m
に
も
及
ぶ
。透

明
度
が
高

く
、夏

に
は
多
く
の
海
水
浴
客
が
訪
れ
る
。

空
と
海
が
ひ
と
つ
に
な
る

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海

P1
6B

3
☎
 0
95

0-
22

-4
11

1（
平戸
市観

光課
）

根
獅
子
の
浜

ね
し
こ
の
は
ま

見
る

K
平
戸
市
根
獅
子
町
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で

30
分
 G
J
i
見
学
自
由
 p
10
0台

o 夏 期 は 海 の 家

な ど も 登 場 す る
津
𠮷
コミ
ュ
ニテ
ィパ
ー
ク
 こ
た
の
さと

つ
よ
し
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
ぱ
ー
く
 こ
た
の
さ
と

買
う

K
平
戸
市
津
𠮷
町
22
7-
1 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車

で
30
分
 J
8
～
18
時
 i
1月
1～
5日
 p
20
台 n 平 戸 南 部 の 生 産 農
家 の

皆 さ ん が 集 う

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎「

じ
ゃ
が
た
ら
お
春
」

や
麦
焼
酎「

か
ぴ
た
ん
」な

ど
で
知
ら

れ
る
福
田
酒
造（

→
P1

4）
が
手
が
け
る

博
物
館
。酒

造
り
に
関
わ
る
資
料
の
ほ

か
、平

戸
藩
主
の
愛
用
品
な
ど
も
展
示
。

長
い
歴
史
を
誇
る
由
緒
あ
る
酒
造

P1
6A

4
☎
 0
95

0-
27

-1
11

1

福
鶴じ
ゃが
たら
お春
博
物
館

ふ
く
つ
る
じ
ゃ
が
た
ら
お
は
る
は
く
ぶ
つ
か
ん

見
る

K
平
戸
市
志
々
伎

町
14
75
 k
平
戸

大
橋
か
ら
車
で
45

分
G
入
館
30
0円
 

J
10
～
15
時
 i

不
定
休
 p
10
台

l
平
戸
藩
の
御
用
酒
屋
だ
っ
た

福
田
酒
造
。
30
0年
以
上
に
渡

る
歴
史
に
ふ
れ
ら
れ
る

奥 深 い 平 戸 の 魅 力 を 探 訪

平 戸 に 来 た ら ぜ ひ 訪 れ た い の が 、 平 戸 島 の 中 南 部 。 雄 大 な 景 色 や 美 し い 教 会 、

歴 史 的 建 造 物 な ど 、 街 な か と は ひ と 味 違 う 平 戸 の 魅 力 に 出 合 え る 。

所
要
時
間
4
時
間

ド
ラ
イ
ブ
で

ひ
と
足
の
ば
し
て ま だ ま だ

10

13
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
誕
生
し
た
チ
ー

ズ
菓
子
を
21
世
紀
流
に
ア
レ
ン
ジ
。
香
り

高
い
チ
ー
ズ
生
地
と
バ
タ
ー
の
風
味
漂
う

タ
ル
ト
生
地
が
た
ま
ら
な
い
！

平
戸
ケ
イ
ジ
ャ
ー
ダ

『
百
菓
之
図
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
菓
子
を
再
現
。
黒
ご
ま

入
り
の
こ
し
餡あ
ん

を
求
肥
で
包
み
、

和
三
盆
を
ま
ぶ
し
た
一
品
。

烏う

羽ば

玉た
ま

江
戸
時
代
に
平
戸
で
作
ら
れ
た
菓
子
を

伝
え
る
べ
く
、
藩
主
が
城
下
の
菓
子
店

に
制
作
さ
せ
た
菓
子
の
レ
シ
ピ
本
。

10
0種
類
の
菓
子
の
製
法
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

島
の
南
部
に
位
置
す
る
創
業
約
80

年
の
菓

子
店
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼
酎
み
そ
カ
ス
テ
ラ

16
0円

な
ど
も
販
売
。

K
平
戸
市
津
吉
町
79
6 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
40
分
 

J
8
～
18
時
 i
不
定
休
 p
2台

P1
6B

4
☎
 0
95

0-
27

-0
06

4

く
す
の
き
せ
い
か

楠
製
菓

ひ
と
口
大
の
カ
ス
テ
ラ
を
卵
黄
に

く
ぐ
ら
せ
、熱
し
た
糖
蜜
に
浮
か
べ
、

砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
南
蛮
菓
子
。
江

戸
時
代
は
砂
糖
と
卵
は

大
変
貴
重
で
、
藩
主
の

た
め
の
菓
子
と
し
て
作
ら

れ
て
い
た
。

色
と
形
が
ゴ
ボ
ウ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
素
朴
な
餅
菓
子
。
定
番

の
白
砂
糖
と
黒
糖
に
は
、
蜜
煮
さ
れ
た

ゴ
ボ
ウ
が
入
る
。
塩
・
桜
・
抹
茶
の
全
5種
。

か
し
こ
う
ぼ
う
 え
し
ろ

菓
子
工
房
 え
し
ろ

生
月
島
に
あ
る
菓
子
店
。
街
な
か
の

み
や
げ
物
店
で
も
買
え
る
が
、
本
店

な
ら
焼
き
立
て
が
手
に
入
る
か
も
!?

K
平
戸
市
生
月
町
壱
部
浦
15
2-
8 

k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
30
分
 

J
9
～
17
時
 i
不
定
休
 p
5台

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
53

-0
15

4

こ
う
べ
や

神
戸
屋

カ
ス
ド
ー
ス

百
繚
乱！

“
菓
”
平
戸

直
径
11
cm
の
大
き
な
サ
イ
ズ

が
特
徴
の
丸
ぼ
う
ろ
は
一
枚

一
枚
丁
寧
に
手
焼
き
さ
れ
て

い
る
。
縁
は
サ
ク
サ
ク
、
中
は

モ
ッ
チ
リ
と
し
た
食
感
が
特
徴
。

16
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
平
戸
に
伝
わ

っ
た
金
平
糖
。
こ
の
伝
統
菓
子
を
平
戸
流
に
復
刻
。

平
戸
産
の
天
然
塩
を
使
用
し
、
ほ
ん
の
り
と
し
た

潮
の
香
り
と
優
し
い
甘
さ
が
口
に
広
が
る
。

「
平
戸
南
蛮
スイ
ー
ツ
研
究
会
」の

今こ
ん

平ぺ
い

戸と
う （
塩
金
平
糖
）

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

（
→
P7

）、
松
浦
史
料

博
物
館
（
→
P7

）
や

平
戸
蔦
屋（

上
記
）、

平
戸

瀬
戸

市
場

（
→
P1

3）
な
ど
で
販

売
し
て
い
る
。

P1
5A

4
地
元
で
愛
さ
れ
る
菓
子
処
。
平
戸
銘
菓
の
牛
蒡
餅
70

円
な
ど
、
す
べ
て
手
作
り
で
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
る
。

K
平
戸
市
魚
の
棚
町
30
0 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
新
町
バ
ス
停

か
ら
徒
歩
5分
 J
8時
30
分
～
18
時
 i
不
定
休
 p
3台

☎
 0
95

0-
22

-3
02

1

か
し
ど
こ
ろ
 つ
の
う
え

菓
子
処
 津
乃
上

手
造
り
牛
蒡
餅

彩
り
あ
わ
せ

平
戸
蔦
屋

ひ
ら
ど
つ
た
や

百
菓
之
図
と
は

焼
き
ド
ー
ナ
ツ

黒
ご
ま
や
抹
茶
、き
な
こ
な

ど
、
和
の
味
付
け
で
話
題

を
よ
ん
で
い
る
平
戸
の
新

名
物
。し
っ
と
り
と
し
た
焼
き

ド
ー
ナ
ツ
は
、
定
番
10
種
と

季
節
の
味
が
8種
あ
る
。

こ
げ
つ
ど
う
ろ
う
ほ

湖
月
堂
老
舗

戦
後
、こ

の
店
が
カ
ス
ド
ー
ス
を
復
活
さ
せ
た
。

「
平
戸
物
産
館
」
の
一
角
に
工
房
を
構
え
、

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

K
平
戸
市
岩
の
上
町
12
47
平
戸
物
産
館
内

k
西
肥
バ
ス
猶
興
館
高
校
入
口
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
す
ぐ
 J
8
～
18
時
 i
無
休
p
30
台

☎
 0
95

0-
22

-2
06

3
P1

5C
4

創
業
25

0年
の
老
舗
。
併
設
の

喫
茶

で
は
、

和
菓

子
セ
ッ
ト

43
0円

な
ど
も
楽
し
め
る
。

K
平
戸
市
魚
の
棚
町
32
4 
k
西
肥
バ

ス
平
戸
新
町
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5分
 

J
8時
30
分
～
19
時（
日
曜
、
祝
日

は
～
18
時
） 
i
不
定
休
 p
3台

P1
5A

4
☎
 0
95

0-
22

-2
04

6

牛
蒡
餅
本
舗
 熊
屋

ご
ぼ
う
も
ち
ほ
ん
ぽ
 く
ま
や

松
浦
家「

百
菓
之
図
」に

も
記

載
さ
れ
、
藩
の
御
用
菓
子
を

勤
め
て
き
た
老
舗
。

K
平
戸
市
木
引
田
町
43
1 
k
西
肥
バ

ス
平
戸
新
町
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
2分
 

J
9
～
19
時
 i
無
休
 p
提
携
駐
車

場
あ
り

☎
 0
95

0-
23

-8
00

0
P1

5A
3

１
個
 86

円

5個
入
り

 54
0円

2個
ケ
ー
ス
入
り
 

38
8円

 4個
入
り

　12
96

円

１
個
 10
8円

１
個
 30
0円

独
特
の
菓
子
文
化
が
花
開
く
町
で
、
人
気
の
ス
イ
ー
ツ
に
出
合
う

平
戸
に
伝
わ
る
菓
子
の
レ
シ
ピ
本『
百
菓
之
図
』
を
再
現
し
た

伝
統
菓
子
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
ま
で
、

甘
味
文
化
が
花
開
く
平
戸
。
ぜ
ひ
、
話
題
の
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
比
べ
て
み
て
は
！

平
戸
城
を
か
た
ど
っ
た
最
中
。
皮
の
パ

リ
ッ
と
香
ば
し
い
食
感
を
残
す
よ
う
に

と
研
究
を
重
ね
た
餡
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま

っ
て
い
て
、
食
べ
応
え
あ
り
！

丸
ぼ
う
ろ

１
個
 15
0円

１
個
 15
0円

平
戸
城
も
な
か

伝
統
菓
子
と
そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
さ
せ
た

新
し
い
ス
イ
ー
ツ
が
並
ぶ
。

K
平
戸
市
崎
方
町
83
5-
5 
k
西
肥
バ
ス
平

戸
桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
1分
 J
9
～
19

時
ご
ろ
 i
水
曜（
不
定
休
あ
り
）p
な
し

☎
 0
95

0-
23

-8
23

7
P1

5B
2

ス
イ
～
ツ パ

ン
に

 注
目
！

平
戸
の
契
約
農
家
と
協
同
で“

平
戸
生
ま
れ
の
パ
ン
”
を
作
っ
て
い

る
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
。
噛

め
ば
噛
む
ほ
ど
香
ば
し
い
食
パ
ン

や
バ
ゲ
ッ
ト
な
ど
、
食
事
に
合
う

パ
ン
が
揃
う
。
ラ
ン
チ
に
は
パ
ン

の
バ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。

K
平
戸
市
田
平
町
小
手
田
免
84
3-
2階
 k
西

肥
バ
ス
平
戸
大
橋
東
口
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
2分
 

J
9
～
17
時
 i
月
・
火
曜
 p
30
台P1

6C
2

☎
 0
95

0-
57

-0
33

8

ぱ
ん
ち
き
ち
き

P
ai
n 
ch
ik
i-c
hi
ki

チ
ャ
パ
タ
セ
サ
ミ

20
0円

１
本
 70
0円

ホ
テ
ル
バ
ゲ
ッ
ト

30
0円

ベ
ー
グ
ル
１
個
15
0円

11



川
内
峠
の
中
腹
に
あ
る
和
風
旅
館
。
季
節
ご
と
の
会

席
料
理
が
好
評
で
、食

事
だ
け
で
も
利
用
で
き
る（

予
約
制
）。

ひ
ら
め
は
一
年
を
通
じ
て
い
た
だ
け
、
肉
厚

の
活
き
造
り
は
食
べ
応
え
が
あ
る
。
ひ
ら
め
が
付
く

コ
ー
ス
は
95

04
円
～
。

K
平
戸
市
戸
石
川
町
17
8-
1 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
7分

J
12
～
14
時
、1
8
～
20
時（
要
予
約
） 
i
無
休
 p
20
台

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
宿
で

絶
品
ひ
ら
め
に
舌
鼓

P1
6C

2
☎
 0
95

0-
21

-8
81

1
旅
亭
 彩
月
庵

り
ょ
て
い
 さ
い
げ
つ
あ
ん

平
戸
近
海
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
に
こ
だ
わ
る
寿
司
店
。
料
理
人
歴
40

年
以
上
の
店
主
が
旬
の
魚
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
。
人
気
の
ひ
ら
め
に
ぎ

り（
汁
付
き
）
16

00
円
は
旬（

1月
～

4月
上
旬
）
以
外
は
事
前
に
確
認
を
。

K
平
戸
市
山
中
町
68
9-
1 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
10
分
 J
11
～
14
時
、
17
～

21
時
 i
水
曜
 p
15
台

噛
む
ほ
ど
に
甘
み
が
広
が
る

ひ
ら
め
を
寿
司
で
！

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
24

-2
61

1
寿
司
割
烹
 宝

す
し
か
っ
ぽ
う
 た
か
ら

o
「
ひ
ら
め
の
活
き
造
り
」

が
付
く
宿
泊
プ
ラ
ン
も
あ
る
。

※
写
真
は
2
～
3人
前
。

注
文
は
2人
前
～

n
山
の
リ
ゾ
ー
ト
感
漂
う

宿
。
食
事
（
部
屋
利
用
）

と
風
呂
が
付
い
た
プ
ラ
ン

70
70
円
～
も
好
評

o
カ
ウ
ン
タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
席
、

座
敷
が
あ
る
。
に
ぎ
り
寿
司
・
並

は
10
80
円
　
m
天
然
モ
ノ
の
ひ

ら
め
が
口
の
中
で
と
ろ
け
る

o
ロ
ー
ス
や
カ

ル
ビ
な
ど
を
味

わ
え
る
平
戸
牛

特
選
盛
合
せ

70
20
円

n
英
国
商
館

通
り
沿
い
に
あ

る

昭
和
52

年（
19

77
）
創
業
の
レ
ト
ロ
な
カ
フ
ェ
。
平

戸
の
食
材
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
が

楽
し
め
る
。
平
戸
牛
タ
コ
ス
1個

45
0円

（
写
真
）は

、
A
4等

級
以
上
の
肉
を
使
用
す
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

K
平
戸
市
崎
方
町
87
0-
2 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋
バ
ス
停

か
ら
徒
歩
3分
 J
11
時
30
分
～
22
時
30
分
 i
不
定
休
 

p
3台平
戸
牛
を
使
っ
た

贅
沢
な
タ
コ
ス
を
召
し
上
が
れP1
5B

2
☎
 0
95

0-
23

-2
54

9
大
渡
長
者

お
お
わ
た
り
ち
ょ
う
じ
ゃ

o
ピ
リ
辛
の
サ
ル

サ
ソ
ー
ス
を
つ
け

て
味
わ
お
う
 m

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
の
近
く
に
あ
る

山
あ
い
の
古
民
家
を
改
装
し
た
昼
夜
完
全
予
約
制（

前
日
ま

で
）
の
日
本
料
理
店
。
関
西
で
あ
ら
料
理
の
専
門
店
も
手
が

け
て
い
た
店
主
が
、
脂
の
の
っ
た
旬
の
あ
ら
を
た
っ
ぷ
り
と
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ク
エ
鍋
コ
ー
ス
も
予
約
し
て
お
こ
う
。

K
平
戸
市
戸
石
川
町
新
杉
山
7-
3 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
15
分
 

J
11
～
14
時
、
17
時
～
22
時
30
分
 i
火
曜
 p
20
台

冬
の
贅
を
感
じ
る
絶
品
魚
を

鍋
で
満
喫
し
よ
う

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
23

-3
24

4
囲
炉
裏
料
理
 エ
ビ
ス
亭

い
ろ
り
り
ょ
う
り
 え
び
す
て
い

n
ク
エ
鍋
の
コ
ー
ス
は
平
戸
野
菜
の

惣
菜
、
手
づ
く
り
豆
腐
、
ク
エ
の
薄

造
り
、
ク
エ
鍋
、
雑
炊
付
き
で
昼
夜

と
も
に
65
00
円

m
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
情
緒
あ

ふ
れ
る
印
象
の
店

日 本 有 数 の 水 揚 げ 高 を 誇 る

平 戸 の 天 然 ひ ら め 。

旬 の １ 月 〜 ４ 月 上 旬 に 開 催 の

「 平 戸 天 然 ひ ら め ま つ り 」 で は 、

身 が ふ っ く ら 厚 く 、

甘 み の あ る ひ ら め が 味 わ え る 。

ひ ら め

平 戸 の 雄 大 な 自 然 の 中 で 育 っ た 平 戸 牛 は

赤 身 と 脂 身 の バ ラ ン ス が よ い 。

産 地 な の で 極 上 肉 も 手 ご ろ に 楽 し め る 。

平 戸 牛

別 名 ク エ 。 晩 秋 か ら 冬 に か け 、

漁 師 た ち が 一 本 釣 り で 仕 留 め た

天 然 あ ら は 至 福 の 味 わ い 。

あ ら

ひ
ら
め
に
平
戸
牛
、
あ
ら
な
ど
、
平
戸
の
名
物
は
と
っ
て
も
豪
華
。

産
地
で
食
べ
る
か
ら
鮮
度
抜
群
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
も
う
れ
し
い
限
り
だ
。

じげ
もん

“
”

平
戸

こ
れ
を
食
べ
な
き
ゃ

帰
れ
な
い
！

平
戸
牛
を
メ
イ
ン
に
長
崎
県
産
牛
を
味
わ
え
る
焼
肉

店
。
平
戸
牛
の
う
ま
味
を
、
焼
き
あ
ご
を
使
っ
た
ポ

ン
酢
で
さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
け
る
。
平
戸
の
塩
や
特

製
の
味
噌
ダ
レ
、
お
ろ
し
タ
レ
も
あ
る
。
ラ
ン
チ
の

平
戸
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト
は
12

00
円
。
全
室
個
室

な
の
も
魅
力
的
だ
。

K
平
戸
市
木
引
田
町
44
6-
1 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
新
町
バ
ス

停
か
ら
徒
歩
3分
 J
11
時
30
分
～
13
時
30
分
LO
、
17

時
～
21
時
30
分
LO
 i
水
曜
不
定
休
 p
な
し

絶
品
の
平
戸
牛
を

あ
ご
だ
し
ポ
ン
酢
で
い
た
だ
こ
う！

P1
5A

3
☎
 0
95

0-
23

-3
80

8
平
戸
和
牛
 や
き
に
く
鈴

ひ
ら
ど
わ
ぎ
ゅ
う
 や
き
に
く
す
ず

12

o
カ
メ
の
手
ア
ー
リ
オ
オ
ー
リ
オ
64
8円
、

サ
ザ
エ
の
ブ
ル
ギ
ニ
ヨ
ン
、
バ
ー
ニ
ャ
カ

ウ
ダ
各
75
6円

ト ビ ウ オ の 別 名 。 塩 水 に ７ 〜 ８ 時 間 つ け て

炭 火 で 焼 い た り 、 風 で 乾 燥 さ せ た も の 。

酒 の 肴 に し た り 、 だ し に し た り と 用 途 が 広 い 。

あ ご
昭
和
39

年（
19

64
）
の
新
装
開
店
以
来
つ
け
足
し

て
き
た
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
ス
ー
プ
に
、
あ
ご
だ
し
を
加
え
た

ア
ゴ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
88

0円
は
、
あ
ご
の
す
り
身
天
が

の
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
！
　そ

の
ほ
か
、
も
つ
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
82

0円
や
オ
ラ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
93

0円
な
ど
、

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
種
類
が
豊
富
だ
。

K
平
戸
市
木
引
田
47
7 
k
西

肥
バ
ス
平
戸
市
役
所
前
バ
ス

停
か
ら
徒
歩
1分
 J
11
～
15

時
、
17
時
30
分
～
20
時
30

分
LO
 i
月
曜（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
） 
p
な
し

メ
ニ
ュ
ー
充
実
！

平
戸
初
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
店

P1
5B

3
☎
 0
95

0-
22

-2
26

9
一
楽

い
ち
ら
く

昔
か
ら
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
食
堂
。
あ
ご

だ
け
で
だ
し
を
と
っ
た
う
ど
ん
は
、
澄
ん
だ
ス
ー
プ
の

中
に
あ
ご
独
特
の
コ
ク
の
あ
る
う
ま
味
が
広
が
る
。

一
番
人
気
は
牛
肉
が
の
っ
た
肉
う
ど
ん
58

0円
。
豚

骨
ス
ー
プ
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
67

0円
も
人
気
だ
。

K
平
戸
市
浦
の
町
67
0 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
桟
橋
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
4分
 J
10
～
18
時
 i
日
曜
 p
1台

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

あ
ご
だ
し
ス
ー
プ
が
美
味
！

P1
5B

2
☎
 0
95

0-
22

-2
00

7
一
ふ
じ
食
堂

い
ち
ふ
じ
し
ょ
く
ど
う

o
す
り
身
天
は
注
文
が

入
っ
て
か
ら
揚
げ
る
た
め

ア
ツ
ア
ツ
！

l
多
い
日
は
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
を
20
0杯
以
上
提
供

す
る
人
気
店
だ

o
創
業
か
ら
80
余
年
、
変

わ
ら
ぬ
味
を
求
め
て
人
々
が

集
う
 l
す
っ
き
り
し
な
が
ら

も
コ
ク
の
あ
る
ス
ー
プ
の
味

わ
い
が
際
立
つ

刺 身 は も ち ろ ん 、

火 を 通 し て も プ リ プ リ の 食 感 で 、

甘 み た っ ぷ り 。 旬 は 11 〜 ３ 月 ご ろ 。

団 扇 海 老

生
簀
に
は
団
扇
海
老
や
サ
ザ
エ
な
ど
、
地
元
の
と
れ

た
て
魚
介
が
ズ
ラ
リ
！
 団

扇
海
老
定
食（

天
候
に
よ

り
な
い
場
合
あ
り
）は

、
プ
リ
プ
リ
の
刺
身
と
頭
や
殻

か
ら
だ
し
を
と
っ
た
味
噌
汁
、
２
尾
の
団
扇
海
老
を

使
っ
た
贅
沢
な
メ
ニ
ュ
ー
。
新
鮮
な
刺
身
と
平
戸
牛

が
味
わ
え
る
じ
げ
も
ん
御
膳
34

02
円
も
人
気
。

地
元
の
信
頼
も
厚
い
寿
司
店
で

う
ま
味
た
っ
ぷ
り
の
団
扇
海
老
を

P1
5B

4
☎
 0
95

0-
23

-2
01

7
豊
鮨

ゆ
た
か
ず
し

鯛 茶 漬 け は 各 家 庭 に 伝 わ る 郷 土 料 理 。

平 戸 の 荒 波 で 育 っ た 鯛 は

身 が し ま っ て 、 甘 み が あ る 。

鯛 茶 漬 け

自
船
の
ほ
か
、
地
元
の
漁
師
か
ら
仕
入
れ
た

鮮
度
抜
群
の
魚
が
自
慢
。
人
気
の
鯛
茶
漬

け
は
鯛
が
肉
厚
で
、
特
製
の
ご
ま
ダ
レ
が
美

味
。
店
内
に
置
か
れ
た
刺
身
を
好
き
な
だ
け

の
せ
て
食
べ
る
勝
手
丼
14

04
円
も
好
評
。

K
平
戸
市
田
平
町
山
内
34
5-
1 
k
西
肥
バ
ス
平

戸
口
桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
す
ぐ
 J
11
～
15
時

LO
、
17
～
22
時
LO
 i
無
休
 p
10
台

漁
師
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

新
鮮
魚
に
大
満
足

P1
6C

2
☎
 0
95

0-
21

-1
26

6
西
端
夢
浪
漫

さ
い
は
て
ゆ
め
ろ
ま
ん

m
平
戸
瀬
戸
市
場
の

隣
に
あ
る
 n
鯛
茶
漬

け
86
4円
。
最
初
は

刺
身
と
ご
飯
で
、
そ
の

後
、
茶
漬
け
で
召
し

上
が
れ

漁
協
直
売
所
に
併
設
さ
れ
た
食
事
処
。
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
る
が
、
生
簀
で
泳
ぐ
鮮
度
抜

群
の
活
魚
を
刺
身
や
炭
火
焼
に
し
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
。
刺
身
１
皿
40
0円
～
、

刺
身
定
食
70
0円
な
ど
。

K
平
戸
市
宮
の
町
65
5-
13
 k
西
肥
バ
ス
平
戸

桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
3分
 J
10
～
16
時（
食

事
は
11
時
～
15
時
30
分
LO
） 
i
火
曜
 p
3台

漁
協
直
営
店
だ
か
ら

魚
の
お
い
し
さ
は
お
墨
付
きP1
5B

2
☎
 0
95

0-
22

-4
85

7
平
戸
市
漁
協
 旬
鮮
館

ひ
ら
ど
し
ぎ
ょ
き
ょ
う
 し
ゅ
ん
せ
ん
か
ん

m
展
望
デ
ッ
キ
も
あ
り
平
戸

大
橋
や
平
戸
瀬
戸
を
望
め
る

n
平
戸
海
鮮
丼
11
00
円（
味

噌
汁
・
香
の
物
付
き
）。
平

日
は
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
注

文
す
る
と
＋
10
5円
で
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
を
付
け
ら
れ
る

平
戸
名
物
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
シ
ョ
ッ
プ
の
2

階
に
あ
る
開
放
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ
。

魚
も
米
も
平
戸
産
に
こ
だ
わ
っ
た
平
戸
海

鮮
丼
に
は
、
平
戸
で
養
殖
し
て
い
る
絶
品

ま
ぐ
ろ「
極
一
番
」
も
の
る
。

K
平
戸
市
田
平
町
山
内
免
34
5-
15
 k
平
戸
大

橋
か
ら
車
で
1分
 J
８
～
18
時（
レ
ス
ト
ラ
ン

は
11
～
17
時
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
15
時
30

分
LO
） 
i
第
2水
曜
 p
92
台

お
み
や
げ
ゲ
ッ
ト
の
後
は

優
雅
に
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
こ
う

P1
6C

2
☎
 0
95

0-
21

-1
97

7
平
戸
瀬
戸
市
場

ひ
ら
ど
せ
と
い
ち
ば

m
天
然
ひ
ら
め
丼
15
00

円
。
刺
身
を
ポ
ン
酢
で

味
わ
っ
た
後
、
特
製
タ
レ

を
か
け
て
召
し
上
が
れ

n
平
戸
市
漁
協
の
１
階

に
あ
る
　o
団
扇
海
老
定
食
30
24
円
※
大
き

さ
が
変
わ
る
場
合
あ
り

平
戸
の
新
鮮
魚
介
を
い
た
だ
く
な
ら
こ
こ
も
チ
ェ
ッ
ク！

大
き
な
窓
の
あ
る
開
放
的
な
カ
フ
ェ
。
地

元
の
新
鮮
な
素
材
を
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
小
皿
料
理

が
並
ぶ
。
営
業
は
夜
の
み
で
、
フ
ー
ド
の

オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
は
22
時
だ
が
、
深
夜
2

時
ま
で
営
業
し
て
い
る
。

K
平
戸
市
生
月
町
山
田
免
日
草

97
0-
1 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で

26
分
 J
18
～
22
時
LO
 i
月

曜
 p
7台

P1
6B

2
☎
 0
95

0-
53

-2
16

5
Ca
fe
 &
 B
al
 V
iv
e 
la
 v
ie
 !

か
ふ
ぇ
 あ
ん
ど
 ば
る
 び
ぶ
 ら
 び

リ
ゾ
ー
ト
感
た
っ
ぷ
り！

コ
コ
も

オ
ス
ス
メ！

う ち わ

K
平
戸
市
新
町
10
1 
k
西
肥
バ
ス
平
戸
新
町
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
2分
 J
11
時
30
分
～
14
時
、1
7～
22
時（
ネ
タ
が
な

く
な
り
次
第
閉
店
） 
i
不
定
休
 p
5台

13



鹿
島
浜
の
浜
辺
で
汲
ん
だ
海

水
を
、
丁
寧
に
炊
い
て
作
っ

た
天
然
塩
。
甘
み
、
苦
み
、

辛
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、

素
材
の
う
ま
味
を
引
き
出
し

て
く
れ
る
と
、
有
名
シ
ェ
フ
に

も
フ
ァ
ン
が
多
い
。

「
福
田
酒
造
」の
長
﨑
美
人
 大
吟
醸

「
ふ
く
だ
し
ゅ
ぞ
う
」
の
な
が
さ
き
び
じ
ん
だ
い
ぎ
ん
じ
ょ
う

72
0㎖
 3
24
0円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
09
50
-2
8-
15
35
 K
平
戸
市
獅

子
町
鹿
島
22
36
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
30
分
 J
8
～

17
時
 i
無
休
 p
10
台

ひ
と
振
り
で
素
材
の

持
ち
味
が
際
立
つ

　
　
　
　
　
　「
婆
娑
羅
」

t
09
50
-2
6-
08
00
 K
平
戸
市
浦
の
町
75
7 
k
西
肥
バ
ス
平

戸
桟
橋
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
3分
 J
8時
30
分
～
19
時
 i
無
休
 

p
市
営
駐
車
場
利
用
　
※
婆
娑
羅
で
購
入
の
場
合
は
43
0円

P1
5B

2
P1

6B
3

川
内
町
の
中
野
漁
協
近
く
に
ず

ら
り
と
店
が
並
ぶ
川
内
か
ま
ぼ

こ
。ス

ト
ロ
ー
状
の
す
ぼ
で
巻
き
、

生
の
鮮
魚
な
ど
を
使
っ
て
作
る

風
味
豊
か
な
味
わ
い
が
特
徴
だ
。

k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
13
分
 

J
i
店
舗
に
よ
り
異
な
る

と
れ
た
て
鮮
魚
を

か
ま
ぼ
こ
に

川
内
か
ま
ぼ
こ

か
わ
ち
か
ま
ぼ
こ

焼
き
あ
ご

や
き
あ
ご あ
ご（

ト
ビ
ウ
オ
）
の
な
か
で

も
食
べ
や
す
い
小
ぶ
り
の
も
の

を
選
び
、
味
付
け
し
て
干
し
た

も
の
。
う
ま
味
成
分
が

凝
縮

さ
れ
、
噛
む
ほ
ど
に
味
わ
い
深

い
。
酒
の
つ
ま
み
に
最
高
だ
。

酒
の
お
と
も
に

ぴ
っ
た
り
！

「
長
崎
慈
眼
堂
」の
慈
眼
の
塩

「
な
が
さ
き
じ
げ
ん
ど
う
」
の
じ
げ
ん
の
し
お

20
0g
 5
40
円

満
月
の
夜
の
満
ち
潮
の
海
水
8t
を

汲
み
上
げ
、
平
釜
で
8日

間
か
け
て

じ
っ
く
り
と
濃
縮
し
た
天
然
塩
。
独

特
の
甘
み
が
あ
り
、
素
材
を
引
き
立

て
て
く
れ
る
完
全
無
添
加
食
品
だ
。

t
09
50
-2
8-
05
05
 K
平
戸
市
草
積

町
38
5 
k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
40
分
 

J
9
～
17
時
 i
日
曜
 p
20
台

独
特
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ
る

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
塩

　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
商
品
は
、
生
産
・
製
造

元
以
外
に
も「
平
戸
瀬
戸
市
場（
→
P1
3）
」
な
ど
で
購
入
で
き
る

（
塩
炊
き
屋
の
海
の
子
を
除
く
）

こ
こ
で
も
買
え
る

炭
火
で
焼
い
た
焼
き
あ
ご
と
こ
ん
ぶ
を
ベ
ー
ス

に
、
厳
選
さ
れ
た
国
産
素
材
の
み
を
使
っ
た

だ
し
。
魚
臭
さ
の
な
い
上
品
な
味
わ
い
と
濃

厚
な
う
ま
味
成
分
が
広
が
る
。
塩
や
化
学
調

味
料
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
。

料
理
が
ぐ
ん
と
お
い
し
く
な
る

喜
ば
れ
る

平
戸

み
や
げ

山 海 の 恵 が

い き る

満 開 の 時 期 に 訪 れ た い ！

花 ＆ 古 民 家

め ぐ り
カ
ト
リ
ッ
ク
木
ヶ
津
教
会
近
く
に
あ
る
桜
。
樹

齢
約
14
0年
と
伝
わ
り
、
高
さ
約
10
m
、
幹
周

り
約
３
m
、
枝
幅
約
20
m
。
平
戸
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 t
09
50
-2
2-

41
11
（
平
戸
市
観
光
課
） 
K
平
戸
市
木
ヶ
津
町
 

k
平
戸
大
橋

か
ら
車
で
35

分慈
眼
桜
 じ
げ
ん
ざ
く
ら

推
定
樹
齢
14
0
年
の
一
本
桜

P1
6B

3

樹
齢
60
0年
と
も
10
00
年
と
も
伝
わ
る
、
目

通
り
幹
周
り
2.
2ｍ
、
高
さ
15
ｍ
も
の
巨
大
な

ハ
ク
モ
ク
レ
ン
。
個
人
宅
で
管
理
さ
れ
て
い
る

た
め
、
見
学
は
近
隣
か
ら
。 t
09
50
-2
2-

41
11
（
平
戸
市
観
光
課
） 
K
平
戸
市
田
平
町
山

内
免
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
5分

海
寺
跡
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

日
本
一
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

P1
6C

2

う
み
で
ら
あ
と
の
は
く
も
く
れ
ん

毎
年
４
月
中
旬
、
平
戸
に
残
る
武
家
屋
敷
の
庭

園
に
咲
く
平
戸
ツ
ツ
ジ
の
開
花
に
合
わ
せ
、
庭

や
屋
敷
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
全
９
カ
所

あ
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
す
る
。
 t
09
50
-

22
-4
11
1（
平
戸
市
観
光
課
）

お
庭
め
ぐ
り
 お
に
わ
め
ぐ
り

武
家
屋
敷
の
ツ
ツ
ジ
を
観
賞

見
頃

4月
中
旬

ご
ろ

永
山
邸
 な
が
や
ま
て
い

西
郷
隆
盛
、
高
杉
晋
作
、
桂
小
五
郎
な
ど
の
ほ

か
、
名
前
を
伏
せ
た
坂
本
龍
馬
が
こ
の
家
の
２

階
で
密
談
を
し
た
と
伝
わ
る
元
廻
船
問
屋「
明

石
屋
」。
館
内
に
は
カ
フ
ェ「
明
石
屋
」
も
あ
る
。
 

t
09
50
-2
2-
37
93

K
平
戸
市
田
助
町
98
-1
 

k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で

15
分幕
末
の
志
士
た
ち
の
密
談
場
所

P1
6B

3

P1
6B

3

平
戸
藩
主
御
用
酒
屋
と
し
て
長
い
歴
史
を
も
つ
。
長
崎
県

産
の
山
田
錦
を
低
温
で
発
酵
さ
せ
た「

長
﨑
美
人
 大

吟
醸
」
は
華
や
か
な
香
り
が
特
徴
。
日
本
酒
以
外
に
焼
酎

も
製
造
し
て
い
る
。

t
09
50
-2
7-
11
11
 K
平
戸
市
志
々
伎
町
14
75
 k
西
肥
バ
ス

志
々
伎
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5分
 J
8
～
17
時
 i
無
休
 p
10
台

創
業
3
2
0
余
年
の
伝
統
の
味

P1
6A

4

善
果
園
は
平
戸
唯
一
の
果
樹
園
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
果
実
・
平
戸
夏
香
は
、
外
側

の
黄
色
い
皮
を
剥
き
、
中
の
白
い
皮
ご

と
一
緒
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
爽

や
か
な
香
り
と
甘
み
が
特
徴
。
５
月
上

旬
ご
ろ
か
ら
夏
期
に
か
け
て
登
場
す
る
。

t
09
50
-2
7-
19
13
 K
平
戸
市
堤
町
西
浜

24
77
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
50
分
 J
8

～
17
時
 i
不
定
休
 p
な
し

太
陽
と
浜
風
が
育
て
た

サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ

P1
6B

4

「
善
果
園
」の
平
戸
夏
香

「
ぜ
ん
か
え
ん
」
の
ひ
ら
ど
な
つ
か

10
個
入
 1
40
4円
～

「
森
酒
造
場
」の
棲
霞
園

「
も
り
し
ゅ
ぞ
う
じ
ょ
う
」
の
せ
い
か
え
ん

72
0㎖
 2
50
0円

明
治
28

年（
18

95
）
創

業
の
酒
蔵
。
最
教
寺
の

麓
の
湧
水
と
地
元
の
米

を
使
っ
た
酒
造
り
を
行
っ

て
い

る
。

大
吟

醸
・
棲

霞
園
は
、
華
や
か
な
香

り
と
上
品
な
甘
さ
が

特
徴
。
予
約
す
れ
ば
酒

蔵
見
学
も
で
き
る
。

t
09
50
-2
3-
31
31
 K
平

戸
市
新
町
31
-2
 k
西
肥
バ

ス
平
戸
新
町
バ
ス
停
か
ら
徒

歩
3分
 J
９
～
17
時
 i
無

休
 p
５
台

平
戸
の
清
ら
か
な

名
水
を
使
っ
た
日
本
酒

「
長
田
食
品
」の
あ
ご
旨
だ
し

「
な
が
た
し
ょ
く
ひ
ん
」
の
あ
ご
う
ま
だ
し

20
パ
ッ
ク
入
 1
62
0円

見
頃 4月 ごろ

見
頃 3月 ごろ

P1
6C

2

P1
5B

3
「
塩
炊
き
屋
」の
海
の
子

「
し
お
た
き
や
」
の
う
み
の
こ

30
0g
 4
00
円

こ
こ
で
も
買
え
る

商
品
名
は
、
か
つ
て「

飛
鸞
島
」

と
よ
ば
れ
て
い
た
平
戸
に
由
来
し

て
い
る
。
海

水
12

tを
5日

間
煮

詰
め
、
す
べ
て
手
作
業
で
作
ら
れ

る
塩
は
甘
み
と
う
ま
味
が
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
の
逸
品
。

t
09
50
-2
7-
04
90
 K
平
戸
市
志

々
伎
町
30
9-
9 
k
西
肥
バ
ス
志
々
伎

バ
ス
停
か
ら
徒
歩
3分
 J
9
～
18
時
 

i
無
休
 p
10
台

複
雑
で
繊
細
な
甘
み
と
う
ま
味

P1
6A

4

「
塩
工
房
」の
飛
鸞
の
塩

「
し
お
こ
う
ぼ
う
」
の
ひ
ら
ん
の
し
お 20
0g
 5
00
円

14

15
3

19

38
3

38
3

38
3

亀
岡

小
川

白
浜

新
町

宮
の
町

崎
方
町

木
引
田
町

平
戸
海
上
保
安
署

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

平
戸
港

交
流
広
場

大
そ
て
つ

六
角
井
戸

平
戸
修
道
院

観
光
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

三
浦
按
針
の
墓

平
戸
市

未
来
創
造
館

JA

親
和
銀
行
平
戸
支
店

十
八
銀
行

平
戸
支
店

オ
ラ
ン
ダ
井
戸

オ
ラ
ン
ダ
塀

常
燈
の
鼻

平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

（
平
戸
観
光
協
会
）

山
鹿
文
庫

フ
ラ
ン
シ
ス
コ・
ザ
ビ
エ
ル

記
念
碑

平
戸
温
泉

う
で
湯
あ
し
湯

熊
沢
三
郎
記
念
館

カ
フ
ェ
く
ま
ざ
わ

護
国
神
社

琴
平
神
社

亀
岡
神
社

天
満
神
社

天
満
神
社

本
成
寺

誓
願
寺

正
宗
寺

光
明
寺

瑞
雲
襌
寺

亀
岡
公
園

崎
方
公
園

平
戸
港

戸 石 川

鏡川

英 国商 館 通 り

オ
ラ
ン
ダ
商
館
通
り

城
下
通
り

柿
添
病
院

北
川
病
院

猶
興
館
高

平
戸
小

平
戸
中

平
戸
署

平
戸
市
役
所

平
戸
税
務
署

法
務
局

長
崎
地
方
裁
判
所

常
燈
の
鼻

平
戸
桟
橋

平
戸
市
役
所
前

戸
石
川

鏡
川

平
戸
新
町

猶
興
館
高
校
入
口

平
戸
市
中
心
部

10
0m

10
0m

平
戸
局

平
戸
物
産
館

 P
1
4
 婆
娑
羅

 P
1
1
 平
戸
蔦
屋

湖
月
堂
老
舗
 P
1
1

牛
蒡
餅
本
舗
 熊
屋
 P
1
1

菓
子
工
房
 え
し
ろ
 P
1
1

菓
子
処
 津
乃
上
 P
1
1

森
酒
造
場
 P
1
4

平
戸
ザ
ビ
エ
ル

記
念
教
会
 P
4

最
教
寺
 P
6

平
戸
城
 P
6

平
戸
市
観
光
案
内
所

平
戸
市
観
光
案
内
所

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
 P
3

寺
院
と
教
会
の
見
え
る
風
景
 

P
7

松
浦
史
料
博
物
館

 P
7・
1
1

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
 

 P
7・
1
1

 P
6
 幸
橋

マ
メ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
 

P
7

豊
鮨
 P
1
3

平
戸
和
牛
 焼
肉
市
山
 P
3

い
け
す
居
食
家
 大
徳
利
 P
6

 P
1
3
 平
戸
市
漁
協
 旬
鮮
館

P
1
2
 大
渡
長
者

も
り
と
う
食
堂
 P
3

 P
1
2
 平
戸
和
牛
 や
き
に
く
鈴

 P
1
3
 一
楽

 P
1
3
 一
ふ
じ
食
堂

平
戸
海
上
ホ
テ
ル
 

 P
7・
1
5

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
 P
1
6

民
宿
は
ま
ゆ
う
 

P
15

民
宿
と
び
う
お

 P
15

ホ
テ
ル
彩
陽
 W
A
K
IG
A
W
A

 P
15

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
平
戸
 P
15

ビ
ジ
ネ
ス
 ス
カ
イ
シ
ー
ホ
テ
ル
 P
15

国
際
観
光
ホ
テ
ル
旗
松
亭
 P
15

大
坪
ホ
テ
ル
 P
15

ヒ
ラ
ド
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
 コ
ト
ノ
ハ
 P
15

A
B

C

A
B

C

1 2 3

1 2 3

4
4

平
戸

北
部

青
柳
別
館
 梅
や
し
き
偕
楽
園

P1
6C
2
☎
09
50
-2
3-
37
91

大
坪
ホ
テ
ル

P1
5B
4
☎
09
50
-2
2-
21
55

ゲ
ス
ト
オ
フ
ィ
ス
な
か
ま

P1
6C
2
☎
09
0-
71
11
-4
60
6

国
際
観
光
ホ
テ
ル
旗
松
亭

P1
5B
1
☎
09
50
-2
2-
31
91

ビ
ジ
ネ
ス
 ス
カ
イ
シ
ー
ホ
テ
ル

P1
5A
4
☎
09
50
-2
3-
24
00

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
平
戸

P1
5B
4
☎
09
50
-2
2-
44
77

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

P1
5C
1
☎
09
50
-2
2-
38
00

ヒ
ラ
ド
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
 コ
ト
ノ
ハ
P1
5B
2
☎
09
50
-2
9-
94
43

ホ
テ
ル
彩
陽
 W
A
KI
G
A
W
A

P1
5C
4
☎
09
50
-2
3-
24
88

民
宿
海
望
荘

P1
6C
2
☎
09
50
-2
2-
31
52

民
宿
と
び
う
お

P1
5C
4
☎
09
50
-2
2-
36
28

民
宿
は
ま
ゆ
う

P1
5A
4
☎
09
50
-2
2-
30
78

民
宿
ふ
く
み

P1
6B
1
☎
09
50
-2
5-
20
08

民
宿
旅
館
銀
鱗
荘

P1
6C
2
☎
09
50
-2
3-
23
93

湯
快
リ
ゾ
ー
ト
 ホ
テ
ル
蘭
風

P1
6B
3
☎
05
70
-5
50
-4
80

旅
館
き
み
江

P1
6C
2
☎
09
50
-2
3-
29
97

旅
亭
 彩
月
庵

P1
6C
2
☎
09
50
-2
1-
88
11

旅
館
 田
の
浦
温
泉

P1
6B
2
☎
09
50
-2
2-
22
41

ロ
グ
ハ
ウ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
 ラ
・
バ
レ
ン
ヌ
P1
6C
2
☎
09
50
-2
2-
41
86

和
太
屋
旅
館

P1
6B
1
☎
09
50
-2
5-
23
57

平
戸

中
部

青
柳
旅
館

P1
6B
3
☎
09
50
-2
8-
00
06

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ね
し
こ
交
流
庵

P1
6B
3
☎
09
0-
95
62
-0
57
8

塚
本
旅
館

P1
6B
3
☎
09
50
-2
8-
00
08

農
家
民
宿
 米
吉
つ
ぁ
ん

P1
6B
3
☎
09
50
-2
8-
16
10

山
彦
舎

P1
6B
3
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を

平
戸

南
部

体
験
民
宿
つ
ば
め
や

P1
6B
4
☎
09
50
-2
9-
12
46

民
宿
栗
山

P1
6A
4
☎
09
50
-2
7-
02
33

民
宿
小
崎

P1
6A
4
☎
09
50
-2
7-
04
41

民
宿
さ
と
よ
し

P1
6B
4
☎
09
50
-2
7-
21
50

民
宿
西
浜
荘

P1
6B
3
☎
09
50
-2
7-
10
62

民
宿
早
福
荘

P1
6A
4
☎
09
50
-2
7-
11
63

民
宿
浜
本
荘

P1
6B
4
☎
09
50
-2
7-
10
32

民
宿
丸
銀
荘

P1
6A
4
☎
09
50
-2
9-
10
06

民
宿
丸
宮
荘

P1
6A
4
☎
09
50
-2
9-
15
11

民
宿
み
や
じ
ま

P1
6A
4
☎
09
50
-2
9-
12
31

田
平

エ
ル

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
16
96

北
浦
旅
館

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
05
15

サ
ム
ソ
ン
ホ
テ
ル

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
11
10

平
戸
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
 

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
イ
ン
・
フ
ィ
ラ
ン
ド
P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
14
43

民
宿
黒
門

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
12
80

民
宿
ま
つ
ざ
き

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
01
54

や
よ
い
旅
館

P1
6C
2
☎
09
50
-5
7-
01
73

生
月

く
ら
た
別
館

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
15
20

東
富
屋
旅
館

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
01
58

戸
田
屋
旅
館

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
10
27

民
宿
し
ゅ
ん

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
18
23

山
屋
旅
館

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
01
77

旅
館
池
月

P1
6B
2
☎
09
50
-5
3-
00
11

大
島
漁
火
館

P1
6C
1
☎
09
50
-2
6-
61
00

里
の
宿
 せ
の
川

P1
6C
1
☎
09
50
-5
5-
23
36

民
宿
小
松
屋

P1
6C
1
☎
09
50
-5
5-
29
29

民
宿
宮
内

P1
6C
1
☎
09
50
-5
5-
20
12

宿
泊
施
設
リ
ス
ト

豊
か
な
自
然
を
身
体
い
っ
ぱ
い
感
じ
る
平
戸
あ
れ
こ
れ
自
然
体
験

早
朝
か
ら
漁
師
と
と
も
に
漁
船
に
乗
り
込
み
、

漁
場
に
着
い
た
ら
定
置
網
を
引
き
揚
げ
、
か
か

っ
た
魚
を
す
く
い
あ
げ
よ
う
。
陸
に
戻
っ
た
ら
と

れ
た
て
の
魚
を
食
堂
で
味
わ
え
る
。

［
綾
香
水
産
］

t
09
50
-2
4-
26
48
 K
平
戸
市
主
師
町
72
5 

k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
40
分
 G
40
00
円
 

J
6時
～（
前
日
ま
で
に
要
予
約
） 
i
無
休（
天

候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
） 
p
40
台

漁
師
体
験

豊
か
な
海
の
幸
を
と
り
に
行
こ
う

平
戸
の
美
し
い
海
を
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て
満
喫

し
た
い
。所
要
時
間
３
時
間
の
半
日
コ
ー
ス
な
ど
、

コ
ー
ス
も
多
彩
に
揃
う
。
予
約
は
３
日
前
ま
で
。

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
。

［
平
戸
カ
ヤ
ッ
ク
ス
］

t
09
0-
54
74
-4
53
9（
代
表
・
末
永
氏
）K

平
戸
市
川
内
町
千
里
ケ
浜
・シ
ー
ビ
ュ
ー
ラ
ン
チ

前
 k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
15
分
 G
半
日
コ
ー

ス
60
00
円
～
 J
9
～
17
時（
予
約
制
） 
i
不

定
休
 p
公
園
駐
車
場
利
用

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

平
戸
の
四
季
を
海
か
ら
感
じ
る

里
山
の
環
境
を
再
現
し
、
そ
こ
に
集
ま
る
昆
虫

な
ど
を
自
然
の
ま
ま
に
観
察
で
き
る
。
解
説
員

が
付
き
、
１
時
間
で
30
～
60
種
に
出
合
え
る
。

［
平
戸
市
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
］

t
09
50
-5
7-
33
48
 K
平
戸
市
田
平
町
荻
田

免
16
28
-4
 k
松
浦
鉄
道
西
田
平
駅
か
ら
徒
歩

25
分
 G
入
園
41
0円
 J
9
～
17
時
 i
月
曜

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）p
70
台

昆
虫
観
察

3
0
0
0
種
類
以
上
の
昆
虫
が
生
息

馬
に
乗
る
の
が
初
め
て
の
人
で
も
、
安
心
し
て

乗
馬
を
楽
し
め
る
ウ
エ
ス
タ
ン
ス
タ
イ
ル
の
乗

馬
ク
ラ
ブ
。
海
沿
い
で
眺
め
も
抜
群
だ
。
馬
場

一
周
の
引
き
馬
体
験
60
0円
。

［
シ
ー
ビ
ュ
ー
ラ
ン
チ
］

t
09
50
-2
4-
23
38
 K
平
戸
市
川
内
町
35
 

k
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
8分
 G
乗
馬
教
室
20

分
30
00
円
～
 J
9
～
17
時
 i
不
定
休
 p
20

台乗
馬

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
乗
馬
を

P1
6B

3

平
戸
桟
橋
か
ら
船
で
30
分
の
度
島
に
あ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
。
海
を
知
り
尽

く
し
た
漁
師
が
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
に
案
内
し
て
く
れ
る
。

［
海
散
歩
］

t
09
0-
18
76
-7
91
4（
店
主
・
福
畑
氏
）K
平
戸
市
度
島
町
11
34
-2
 k
平
戸
桟

橋
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
30
分
、
飯
盛
港
下
船
、
徒
歩
2分
 G
ダ
イ
ビ
ン
グ
1ボ
ー
ト

86
40
円
～
 J
9
～
17
時（
3日
前
ま
で
に
要
予
約
）i
不
定
休
 p
5台

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

珊
瑚
や
魚
た
ち
と
戯
れ
た
い
！

P1
6C

2
P1

6B
3

P1
6B

2

P1
6C

1

15



津𠮷商船（コバルト21）

（津𠮷～佐世保

）

第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島フェリー度島

18

19

42

19

19

60

60

18

230

153

159

221

228

227

139

383

383

204

204

383

上神崎教会

御崎浦海浜公園

大佐志教会
南部公民館

展望所

展望所

上床展望所

中野教会

田平公園

大川原の六地蔵

小麦様の墓

カトリック木ヶ津教会

切支丹資料館

鯛の鼻自然公園

山頭草原

中野窯跡

山野教会

古江教会

教会・病院・十字架跡

朝鮮井戸
ふるさと資料館

紙漉の里

風力発電所

展望所

ほたるの里
中津良

阿奈田ダム

長泉寺
鯨供養石造五重の塔

普門寺（旧龍瑞寺跡）

阿弥陀寺

沖津宮

佐々駅

真申駅
棚方駅

すえたちばな駅

江迎鹿町駅

高岩駅

西田平駅

東
田
平
駅

西
木
場
駅松浦鉄道

松浦鉄道

見返橋

末橘トンネル

生月大橋
平戸大橋

佐 Ｉ々Ｃ

生月大橋

昆虫の里たびら

西九州
自動車道

京崎公園

175

250

536

351

372

374

394

347

347

447

天道山

屏風岳

大観山

慈眼岳

鯛ノ鼻

有僧都岳

佐志岳

安満岳

魚
釣
崎

追
帆
崎

志々伎崎

待鹿鼻女鹿崎
神崎鼻

立石崎

大崎鼻

小
島
崎

青砂崎

蛭
子
崎

大崎鼻

京崎鼻

白戸鼻

長瀬鼻

大崎鼻
長戸鼻 波

津
崎

大
碆
鼻

荒崎

鼻ノ瀬崎

馬ノ頭鼻
曲り鼻

的山大島

平 戸 島

生月島

度島

高島

九
十
九
島

高島

頭ヶ島

下阿値賀島
上阿値賀島

佐世保市

平戸市

佐々町

松
浦
市
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平戸瀬戸市場 P11・13・14

 P14 塩炊き屋

志々伎山 P9

 P5 春日集落と安満岳

 P5 ウシワキの森

慈眼桜 P14

 P10 カトリック紐差教会

カトリック宝亀教会 P10

 P7 鄭成功廟

 P7 鄭成功記念館 田平天主堂 P4
平戸市たびら昆虫自然園 P15

ハッピーレンタカー P16
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平戸市生月町博物館
「島の館」
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P9

平戸カヤックス P15
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 P9

大賀の断崖
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ハッピーレンタカー
　  0120-14-9605 K平戸市田
平町小手田免1255-1 ニシ・マ
イカーセンター k松浦鉄道た
びら平戸口駅・西田平駅から送
迎あり J9 ～20時 i無休

レンタカー
平戸市観光案内所
t0950-22-2015 K平戸市崎方町
776-6 k平戸桟橋バスターミナル内 
G電動アシスト付き自転車レンタル1
台4時間500円 J8～18時（貸し出
しは～17時30分） i無休

レンタサイクル

長崎空港

佐世保バスセンター

松浦鉄道佐世保駅

たびら平戸口駅

平戸市街

西肥バス佐世保行き　1時間25分

徒歩すぐ

伊万里方面行き　１時間20分

車で10分

［鉄道］［バス］
長崎から

長崎空港

佐世保バスセンター

平戸桟橋

西肥バス佐世保行き　1時間25分

西肥バス平戸桟橋行き　１時間30分

［バス］

長崎空港

平戸市街

県道38号線～長崎自動車道～
西九州自動車道～国道204号線
～国道383号線　１時間45分

［車］

JR博多駅

JR佐世保駅・松浦鉄道佐世保駅

たびら平戸口駅

平戸市街

特急みどり　1時間50分

松浦鉄道伊万里方面行き  １時間20分

車で10分

［鉄道］
福岡から

福岡空港

佐世保バスセンター

平戸桟橋

高速バス　1時間45分

西肥バス平戸桟橋行き　１時間30分

［バス］

福岡空港

前原IC

南波多谷口IC

平戸桟橋

福岡都市高速道路30分

西九州自動車道　40分

県道297号線・国道204号線～伊万
里松浦道路～国道204号線　60分

［車］

P15B2P16C2


